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書籔圃塞耳哉毒二王見罰兄冨周玉呈幸F:芒〒急穿

国立大学臨会第４常置委員会

平成６年５月１１日

1．調査の目的と方法

(1)調査の目的

教務職員問題については，平成３年】］月に、その運用の適正化と問題解決の方向の指針を示し

た「教務職員問題に関する検討結果報告」をまとめ，個々の大学あるいは学部等の努力に期待する

こととなった。

したがって各国立大学は，その後この指針等に基づきそれぞれどのような対応をしてきたか，そ

の取り組み状況等を掌握するため，今回「教務職員現況調査」を企画し，実施した。

この現況調査の結果がこの報告書である。

(2)調査の対象と方法

調査対象は，国立大学において教務職員の身分を有するもの全員。

調査事項は，教務職員の定員と現員の推移，職務内容，年令別勤続年数状況，年令別最終学歴状

況，他職種への異動状況等，定員削減状況，学内措置による任用資格基準の有無，国大協が示した

指針による対応・検討状況の８項目である。

調査方法は，以上の調査事項ごとに回答を求めるアンケート方式をとり，国立大学協会より各大

学へ調査を依頼した。その場合，各大学の学部・研究所単位で回答を求めた。

調査時点は，平成４年７月１日現在とし，アンケートの回収は平成５年７月16日までとした。

調査票の回収は，国立９８大学中，教務職員を有する８６大学すべてからなされたということで，

各大学の全面的協力を得ることができた。

(3)調査表の整理・集計

今回各大学から提出された回答を集計するに際し，部局等の分類については，前回の調査（昭和

４９年７月の助手及び教務職員の職務内容等に関する実態調査）との整合性を保つため，前回の分類

に準じて次のとおりとするとともに，学歴区分に際し博士課程単位修得は博士課程修了に，新大６

卒は修士課程修了に含めた。

なお，集計に際しても前回と同様，「１日７帝大」と「その他の大学」とに区分して整理した。
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◎学部の分類

対象部局数

注．１次の１２大学は，昭和50年以降教務職員は在職していないということでアンケート
の全項目について回答が無かったため集計には含まれていない。
小樽商科大学，図書館情報大学，東京学芸大学，東京芸術大学，一橋大学，上越教育
大学，総合研究大学院大学，北陸先端科学技術大学院大学，奈良教育大学，奈良先端
科学技術大学院大学，鳴門教育大学，鹿屋体育大学

２学部附属施設及び研究所附属施設は，それぞれ当該学部，研究所に含めた。

３医科大学，教育大学等の単科大学は－部局として分類した。

４（）内は，１日７帝大の部局数で内数である。研究所の場合も同様である。

研究所の分類｡

対象部局数

2．調査結果の概要

(1)定員・現員の推移

昭和50年以降の定員・現員の推移は，表１及び付表１のとおりである。

なお，教務職員の場合，定員を部局別に配分せずに全学で一括管理し￣

局別に定員を集計することはできなかった。そのため部局別の集計につ（

定員を部局別に配分せずに全学で一括管理している大学もあったため部

はできなかった。そのため部局別の集計については現員のみとした。

２

学部の分類 含まれる学部の名称 対象部局数

１文学部 文学部，外国語学部，国際文化研究科 ８（４）

２教育学部 教育学部，文教育学部，発達科学部 ３８（２）

３人文・法文学部 人文学部，法文学部 ２

４法学部 法学部 ２（２）

５経済学部 経済学部，商学部，経営学部，行政社会学部 ６（１）

６理学部 理学部 ２９（７）

７工学部
工学部，理工学部，生命理工学部，理工学研究科，鉱山

学部，工芸学部，繊維学部基礎工学部，電気通信学部
４４(10）

８農学部 農学部，畜産学部，水産学部，附属農場，附属演習林 ２２(10）

９医学部 医学部，歯学部，看護学部 ４４（７）

1０ 楽 学部 薬学部 １２（６）

１１附属病院 附属病院，分院 ５（５）

１２教養部 教養部，教養学部総合科学部，大学教育センター １０（３）

１３その他 上記に含まれない部局 ３３(21）

計 ２５５(78）

研究所の分類 含まれる研究所の名称 対象部局数

人文・社会科学系 産業科学研究所（大阪大） 人文科学研究所（京都大学） ２（２）

自然科学系 人文・社会科学系以外の理工農医系の研究所 ３７(31）



表１定員・現員の推移

昭和５０

◎定員について

ア．「全大学」でみた場合，昭和50年以降昭和60年までは横パイ状況であるが，それ以降は減少

状況にある。

イ．これを「１日７帝大」でみると，昭和50年以降一貫して急減しているのに対し，「その他の大

学」は，昭和60年まで増加し，それ以降減少に転じているが，平成２年以降の減少幅は，「1日

７帝大」に較べ少ない。

「その他の大学」で昭和60年まで増加状況にあるのは，医科大学及び技術科学大学の設置に

よるものである。

◎現員について

ア．「全大学」でみた場合，定員の場合とほぼ同様の傾向であるが，昭和60年以降の減少数は定

員の場合より大きい。

イ．「学部」と「研究所」で比較してみると，「学部」の場合は前述の状況がほぼあてはまるが，

「研究所」の場合は昭和60年より減少に転じている。

ウ．「１日７帝大」と「その他の大学」で比較してみると，「１日７帝大」は定員の場合と同様に昭

和50年以降一貫して急減しており，その減少数は定員の場合より大きい。

（昭和50年以降の定員減が１７３であるのに対し，現員減は２８６である。）

「その他の大学」は，昭和60年までは定員の場合と同様に増加し，平成２年以降減少傾向の

横パイとなっている。

３
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エ．部局別にみると，人文ｂ社会科学系には殆んど在職せず，人数的に多いのは工学部，医学部，

理学部，農学部，薬学部の自然科学系の学部である。

なお，教育学部には60～70名が集計されているが，これは部局数が多いためであり，１部局

当りは２名前後である。

研究所の場合も，学部の場合と同様に自然科学系に多く在職している。

なお，現員は前述のように減少傾向にあり，特に「１日７帝大」の工学部，農学部，理学部及

び自然系研究所の減少数が大きい。

このほか，「その他の大学」の医学部で１０ｏ名の増加が著しい。このことは定員の項目で

も述べたように医科大学等の新設に伴うものである。

(2)職務内容状況

職務内容状況は，表２及び付表２－１，２－２のとおりである。

表２職務内容状況（百分比）

ア．「全大学」でみた場合，実験・実習・実技（以下「実験等」という。）を担当する者の比率

が一番高く約半数の49.0%を占め，次いで研究業務に従事する者が32.0%を占め，それぞれ前

回の調査より約１０％程度高くなっている。

一方，演習を担当する者は１０．２％，事務に従事する者は６．９％，その他の業務に従事する

者は１．６％それぞれ前回の調査より比率は減少している。

なお，演習を担当する者の比率が急減しているが，実験等を担当する者と合わせてみると今

回が５０．５％であるのに対し，前回が５０．８％と殆ど同じ比率であるところから単に分類上の

変化ではないかと思われる。

従って，事務及びその他の業務に従事する者の減少分（△８．５％）が，研究業務に従事する

者の増加分（＋８．９％）につながったものと思われる。

４

区分 昭和４９年 平成４年

講義 ０．１％ ００％

演習 １１．７％ １．５％

実験等 ３９．１％ ４９．０％

研究 ２３．１％ ３２０％

事務 １５．５％ ８．６％

その他 １０．５％ ８．９％



ｲ．「学部」と「研究所」で比較してみると，

①「学部」の場合は，実験等を担当する者の比率が極めて高〈（５２．５％)，研究所の場合は，

研究業務に従事する者の比率が極めて高い（６４．５％）。

このような状態は，昭和49年７月の調査と同様であるが，その傾向はより顕著となってい

る。

Ｉ！
実験等担当（学部）４０．７％→５２．５％

研究業務従事（研究所）４８．１％→６４．５％

②「学部」の場合，実験等に次いで高い比率は研究業務従事（２７．２％）でその次に事務従事

（９．４％)となるが，前回の調査では研究業務に従事する者と事務に従事する者の比率は殆ん

ど同じ（１７．９％と１７．８％)であったのに対し，今回の調査では研究業務に従事する者の比率

が伸び（＋９．３％)，事務に従事する者の比率が減少（△８．４％）している。

このことは，ウ．で述べるように「その他の大学」において，事務に従事する者が減少し

たことに起因している。

なお，演習を担当する者の比率が極めて減少（１２．７％→１．７％）しているが，これもア．

で述べたように，実験等と合せてみた場合は前回が５３．４％であったのに対し今回は５４．２

％であるから，これを一体として考えれば殆んど変化がない。

従って，全大学でみた場合と同様に事務及びその他の業務に従事する者の減少分（△10.0

％）が研究業務に従事する者の増加分（＋9.3％）に回ったものと判断され，このことは好

ましい傾向であろう。

③「研究所」の場合，①にも述べたように研究業務に従事する者の比率が急増し，これに実

験等を担当する者を加えると９０％を超えており，他の職務を担当する者の比率は極めて低

い゜

ウ．「１日７帝大」と「その他の大学」で比較してみると，演習，実験等を担当する者の比率は「

旧７帝大」が４０．６％であるのに対し，「その他の大学」は５８．９％であり，研究業務に従事

する者の比率は３９．２％と２６．０％となっており，「１日７帝大」の方が研究業務に従事する者

の比率は高く，その傾向は前回の調査より顕著となっている。

なお，「その他の大学」においては事務に従事する者の比率が急減（△１３．９％)し，「旧７

帝大」との比率は７．７％と９．２％で殆んど変らなくなった。

これらを前回の調査と比較してみると，「１日７帝大」では，おおむね演習，実験等の減少分

が研究業務従事の増となり，「その他の大学」では，事務及びその他の業務従事の減少分が演

習，実験等の担当及び研究業務従事の増となっている。

特に「その他の大学」の「学部」での事務従事の減少（△１４．７％)は著しい。

５



エ．部局別にみた場合

①「全大学」で比率の高い演習，実験等の担当については，前回の調査で４０％を超えてい

たのは自然系の学部と教養部であったのが，今回の調査では文学部を除く全ての学部で超え

ている。

②次いで比率の高い研究業務従事については，前回の調査で２０％を超えていたのは理学部

のみであったが，今回の調査では理学部，工学部農学部及び医学部が２０％を超えており，

薬学部も１９．５％であるから自然系の学部は研究業務従事の比率が高くなってきている。

特に農学部は前回１５．４％であったのが，今回は４１．９％と急増している。

③事務従事については，前述のように全体的には比率は下ってきているが，なお高い比率の

部局は文学部人文・法文学部，経済学部及び教養部の人文・社会科学系の学部である。医

学部については，前回２５．１％であったのが６．１％と急減している。

オ．その他の業務に従事している者も全体で約９％を占めているが，その主なものは次のような

業務である。

○大型設備の管理（運転，保守など）

○医学研究補助（動物，薬品，器具など）

○医療活動の支援（治療，保健心理指導など）

○教育補助（授業，学生指導など）

その他，内容は種々であるが，それらの多くは表２の講義から事務までの分類に含まれると

思われる。

(3)年齢階層別在職状況・年齢階層別勤続年数別在職状況

年齢階層別在職状況は，表３－１及び付表３－１，３－２のとおりである。

年齢階層別勤続年数別在職状況は，表３－２及び付表６－１，６－２のとおりである。

表３－１年齢階層別在職状況（百分比）

６

区分 昭和４９年 平成４年

デー ２４歳 １０．９％ ２．９％

２５歳～ ２９歳 ３０．３％ １４．４％

３０歳～３４歳 ２９．４％ １７．４％

３５歳へ夕 ３９歳 １１．７％ １３．４％

４０歳～４４歳 ９．１％ １５．２％

４５歳'～ ４９歳 ５．６％ １６．４％

５０歳戸、ジ ３．０％ ２０．３％



表３－２年齢階層別勤続年数別在職状況（百分比）

７０．３２９．７

２６．５１９．１１３．９

ア．「全大学」でみた場合，２４歳以下の在職率は極めて低いが，２５歳以上４９歳以下の５歳

キザミの各階層毎の在職率は，３０歳～３４歳の階層が若干多いが全体的には各階層共おおむ

ね１５％前後となっている。

しかるに，前回の調査では，若年層程比率は高く，３４歳以下が全体の約７割強（７０．６％）

であったのに対し，今回は逆に３５歳以上が全体の７割弱（６５．３％）を占め，高齢化現象を顕

著にあらわしている。

特に行（－）４級の制度曲線と交錯する近辺の４０歳以上で比較すると，前回が１７．７％で

あったのに対し，今回は５１．９％と全体の半数を超えている。

イ．「学部」と「研究所」で比較してみると，「学部」の場合は，「全大学」とほぼ同様の傾向

で４０歳以上の者の占める比率は４９．６％であるが，「研究所」の場合は４５歳以上が極めて

多く過半数（５７．２％）を占め，４０歳以上では全体の２/３強の６７．５％であり，３０歳未満

は１０％にも満たない。

ウ．「１日７帝大」と「その他の大学」で比較してみると，４０歳以上の者の占める比率は，「1日

７帝大」が６３．９％，「その他の大学」が４１．８％となっており，「１日７帝大」で高齢化の現象

が著しい。

エ．部局別に４０歳以上の者の占める比率をみてみると，４０％を切っているのは，医学部（３５．５

％）と薬学部（１８．７％）のみで，薬学部の場合は３４歳以下が７１．２％を占めている。

高齢化が顕著である「１日７帝大」でも薬学部は２０．１％と４０％を切っており，３４歳以下

が６５．６％を占めている。

オ．年齢階層別勤続年数別在職状況をみると，４０歳以上で３年以下の者が急減している。

このことは，教務職員の新規採用は殆んどが３０歳台までと推測されるが，３５歳以上で３

７

３年

以下

４年
グー

９年

１０年
み～

１４年

１５年
戸～

１９年

２０年
～

２４年

２５年
Ｐ～

２９年

３０年

以上

～ ２４歳 97.2 2.8

２５歳〆～ ２９歳 70.3 29.7

３０歳Ｐ～ ３４歳 44.4 42.6 12.6 0.4

３５歳グー ３９歳 30.2 27.9 34.3 7.6

４０歳デー ４４歳 8.7 15.4 2９．７ 38.5 7.7

４５歳〆邑リ ４９歳 1.0 4.8 11.5 34.5 37.3 11.0

５０歳グー 1.5 1.9 3.5 15.8 42.7 21.1 13.5

計 26.5 19.1 13.9 15.8 15.9 6.1 2.7



年以下の者，４０歳以上で４～９年の者，４５歳以上で１０～１４年の者及び５０歳以上で

１５～１９年の者も１９４名（１５．２％）在職しており，これらの者の殆んどは国家公務員

採用試験Ｉ種の年齢制限（３２歳まで）以降に採用された者であり，教務職員制度の特性を

顕著にあらわしている。

(4)勤続年数別在職状況

勤続年数別在職状況は，表４及び付表４－１～４－３のとおりである。

表４勤続年数別在職状況（百分比）

ア．「全大学」でみた場合，３年以下の在職者が約１/4で，１０年以上の在職者が過半数(54.4

％）を占めている。前回の調査では３年以下の在職者が約半分で，１０年以上の在職者が約

１/4であるから在職期間の長短に逆転現象が生じている。

さらに，今回の調査では２０年以上在職者が約１/4を占めている。

このことは，在職期間が長期化していることを顕著にあらわしている。

イ．「学部」と「研究所」で比較してみると，２５年以上の在職者の構成比率はほぼ同じであ

るが，１４年以下の場合は，「学部」の方が高く，１５年以上２４年以下は「研究所」の方

が高くなっている。

ウ．「旧７帝大」と「その他の大学」で比較してみると，在職年数が１０年以上の構成比率は』

「１日７帝大」が約２/3に近い６３．０％であるのに対し，「その他の大学」は４７．３％で，そ

の差は１５．７％もあり，「１日７帝大」で長期在職化の傾向が強い。

エ．部局別にみると，３年以下の短期在職者の比率が高いのは薬学部，医学部でそれぞれ１/３

を超えている.

特に薬学部の場合は半数に近い４７．４％となっており，「その他の大学」では５４．２％と

半数を超えている。

一方，自然科学科系研究所の３年以下の構成比率は１３．６％と極めて低い。

(5)学歴別在職状況・学歴別年齢階層別在職状況

学歴別在職状況は，表５－１及び付表５－１，５－２のとおりである。

学歴別年齢階層別在職状況は，表５－２及び付表７－１，７－２のとおりである。

８

区分 昭和４９年 平成４年

３年以下 ４８．０％ ２６．５％

４年 ～ ９年 ２８．４％ １９．１％

10年～１９年

２０年以上
２３．６％

２９．７％

２４．７％



表５－１学歴別在職状況（百分比）

表５－２学歴別年齢階層別在職状況（百分比）

ア．「全大学」でみた場合，修士課程修了以上が２６．１％と全体の約１/4強を占め，大卒以上で

は全体の８割強（８３．０％）を占める。前回の調査と比較してみると，大卒の比率には殆んど変

化はないが，短大卒が微減（△１．７％）し，高卒・その他が大幅に減少（△７．７％）しており，

その分博士課程修了及び修士課程修了が増加（＋９．３％）している。

特に，修士課程修了の比率の伸びが大きい。

イ．「学部」と「研究所」で比較してみると，修士課程修了以上は，「学部」が２５．８％である

のに対し，「研究所」が２８．３％と「研究所」の方が若干多い程度でそれほどの差はないが，

短大卒以下では，「学部」が１６．１％であるのに対し，「研究所」が２２９％と「研究所」の

方が約７％多い。

ウ．「１日七帝大」と「その他の大学」で比較してみると，修士課程修了以上は，「１日七帝大」が

２５．２％であるのに対し，「その他の大学」は２６．８％と「その他の大学」が若干多い程度で

それほどの差はないが，短大卒以下では「１日七帝大」が２０．１％であるのに対し，「その他の

大学」は１４．５％と「１日七帝大」が約６％多い。

エ．部局別にみると，

①修士課程修了以上の比率が多いのは自然科学系の学部で，薬学部は５０．９％と半数を超え，

次いで理学部が３８．０％，医学部が３０．１％となっている。

９

区分 昭和４９年 平成４年

博士課程修了 ３．９％ ６．４％

修士課程修了 １２．９％ １９．７％

大卒 ５６．８％ ５６．９％

短大卒 １０．７％ 9.0％

高卒・その他 １５．７％ 8.0％

毎～

24歳

2５
〆～

29歳

3０
～

34歳

3５
ヂー

39歳

4０
～

44歳

4５
グー

49歳

50歳
Ｐ～ 計

博士課程修了 5.9 16.1 9.3 4.6 3.3 Ｌ２ 6.4

修士課程修了 2.8 38.9 35.9 27.3 15.4 6.7 3.1 19.7

大卒 94.4 51.4 44.8 51.8 67.7 65.6 54.2 56.9

短大卒 2.8 3.8 2.7 9.3 9.2 13.4 15.4 9.0

高卒・その他 0.5 2.3 3.1 11.0 26.1 8.0



このほか，人文・社会科学系の「研究所」が４２．１％となっている。

②短大卒以下の比率が高いのは，農学部が２９．１％，工学部が22.0％と２０％を超えてい

る。

このほか，自然科学系の「研究所」が２５．２％となっている。

オ．学歴別年齢階層別在職状況をみると，修士課程修了以上は，２５～２９歳の者で４４．８％，

３０～３４歳の者で５２．０％と極めて高い比率を示しているが，３５～３９歳では３６．６％，

４０～４４歳では２０．０％と，３５歳以上ではてい減状況にある。

このことから、修士課程修了以上の者は短期間に他職種等へ異動していること及び

最近の採用者では、修士課程修了以上の者が増えてきていることが推測できる。

他職種への異動状況

他職種への異動状況は，表６－１，６－２のとおりである。

(6)

表６－１他職種への異動状況（平成３年度）

－１０－

区分

当該大学

助手
講師
・助
教授

技術

職員

その

他

他機関等

国公

私大

国公

立研
民間

その

他

定年

退職
計

旧
七
帝
大

学部

研究所

計

4９

3２

8１

１

１

２

２

４

４

２

２

４

３

７

1０

1０

４

１

５

７４

３８

１１２
そ
の
他
の
大
学

学部

研究所

計

3４

１

3５

４

４

２

２

1２

1２

６

６

1７

1７

７

７

８２

１

８３

計

学部

研究所

計

8３

3３

116

５

５

４

４

1６

1６

２

２

1０

３

1３

2７

2７

1１

１

1２

１５６

３９

１９５



表６－２他職種への異動状況（平成４年度）

定員削減状況

昭和62年度以降の定員削減状況は，表７のとおりである。

(7)

表７定員削減状況

－１１－

区分

当該大学

助手
講師
・助
教授

技術

職員

その

他

他機関等

国公

私大

国公

立研
民間

その

他

定年

退職
計

旧
七
帝
大

学部

研究所

計

3４

1７

5１

１

１

１

１

６

１

７

１

２

３

９

１

1０

1０

７

1７

４

１

５

６６

２９

９５

そ
の
他
の
大
学

学部

研究所

計

3４

３

3７

１

１

１

１

1１

１

1２

５

１

６

2５

2５

３

３

８０

５

８５

計

学部

研究所

計

6８

2０

8８

２

２

２

２

1７

２

1９

１

２

３

1４

２

1６

3５

７

4２

７

１

８

１４６

３４

１８０

区分
昭和

６２年 ６３年

平成

元年 2年 ３年 4年 5年
計

旧
七
帝
大

学部

研究所

計

４

４

３

２

５

２

２

１

１

３

３

２

１

３

３

１

４

１８

４

２２

そ
の
他
の
大
学

学部

研究所

計

８

８

１

２

３

５

５

８

２

１０

４

４

５

５

１４

１４

４５

４

４９

計

学部

研究所

計

１２

１２

４

４

８

７

７

９

２

１１

７

７

７

１

８

１７

１

１８

６３

８

７１



(8)任用資格基準の有無

任用覧格基準を全学一本かあるいは部局単位で有している状況は，表８のとおりである。

表８任用資格基準作成状況

国大協指針に対する対応状況

国大協指針に対する対応状況は，表９のとおりである。

(9)

表９国大協指針に対する対応状況

３０６１６１７８９１００１

８２６４０８３００

３８８２２２１－８１７１３０１

２０５１４１５３１６２１９５８

００１０１０００００

２０５１５１５３２－６２１９５８

2227国、團囮■図画2９学部２５５

鴎匡]ﾖｰ昭3盃臣巳
注．（）内は，対応部局数に対する百分比を示す。

－１２－

大学数 全学基準有 部局基準有 基準無

１日７帝大 ７ ３ ３ １

その他の大学 ７９ ５ ４ ７０

計 ８６ ８ ７ ７１

部
局
数

１
制
《
て
用
常
努

一
行
賊
運
正
に
る

Ａ
現
度
０
の
化
め

実
施

検
討

Ａ－２

現行制
度を前
提としつつ
学内措
置として
資格基
準を助
手相当
に改媚

実
施

検
討

１
以
の
を
す

一
手
へ
替
進

Ｂ
助
上
振
推
る

実
施

検
討

２
職
表
職
移
せ

－
行
給
用
へ
さ

Ｂ
専
俸
適
員
行
る

実
施

検
討

３
種
異
に
定
段
整
進

一
職
の
等
り
の
的
を
る

Ｂ
他
へ
動
よ
員
階
理
め

実
施

検
討

その他

実
施

検
討

Ｂ－１の

実施部局

要求
人員

査定
人員

旧
七
帝
大

学部

研究所

計

7８

3３

111

９ ７

２ 0

1１ ７

1８
(16.2）

3０ ６

８ ２

3８ ８

4６
(41.4）

1６ 1７

６ ４

2２ 2１

4３
(38.7）

／ ８

／ ０

８

８
(7.2）

９ 1０

８ ３

1７ 1３

3０
(27.0）

０ １

０ ０

０ １

１
(0.9）

127

127

1５

1５

そ
の
他
の
大
学

学部

研究所

計

177

６

183

1３ 2０

２ 0

1５ 2０

3５
(19.1）

５ 1４

０ １

５ 1５

2０
(10.9）

1５ 3１

０ １

1５ 3２

4７
(25.7）

／ ６

／ ０

６

６
(3.3）

２ 1９

０ ０

２ 1９

2１
(11.5）

５ ８

０ 0

５ ８

1３
(7.1）

3１

3１

1３

1３

計

学部

研究所

計

255

3９

294

2２ 2７

４ ０

2６ 2７

5３
(18.0）

3５ 2０

８ ３

4３ 2３

6６
(22.4）

3１ 4８

６ ５

3７ 5３

9０
(30.6）

／ 1４

／ ０

1４

1４
(4.8）

1１ 2９

８ ３

1９ 3２

5１
(17.3）

５ ９

０ 0

５ ９

1４
(4.8）

158

158

2８

2８



本項目に対する回答は、「Ａ－２」の項目を除き、実施部局数より検討部局数の方が多いため、各

部局がどのような方向に進んでいるのか全体像をつかみきることはできないので篭実施部局数に検討

部局数を加えその進もうとしている方向性をみることとした。

各項目を対応部局数に対する百分比で比較すると次のとおりとなる。

ァ「ＩＢ７帝大」では、「Ａ－２」が1位で「Ｂ－‐ｌ」が２位であるが、｜その他の大学」ではＩＢ

－１」が１位で「Ａ－ｌ－ｌが２位である。

したがって、「助手以上への振替を推進する〈Ｂ－］）」ことについては、多くの部局において

実施あるいは検討がなされている。

イ「Ａ－２」については、「１日７帝大」では１位で４１．４％を占め、そのうち３４．２％分は実

施済みであるが、「その他の大学」では４位で１０．９％である。

したがって「現行制度を前提としつつ学内措置として資格基轄を助手相当に改める（Ａ－２）」

ことについては、大規模大学の部局において実施されている。

ウ「Ａ－ｌ」については、［その他の大学」では２位（１９．１％）であり、「lH7帝大」では４

位（１６．２％）であるが、その比率においては余り変わらない。

したがって「現行制度のもとでの連用の正常化に努める（Ａ－］）」ことについては、大学の規

模にかかわりなく実施あるいは検討がなされている。

エ「Ｂ－３」については、「１日７帝大」、「その他の大学」とも３位であるが、その比率は２７．

０％とｌＬ５％となっている。

したがって「他職種への異動等により定員の段階的整理を進める（Ｂ－３）」ことについては、

「|日７帝大」のかなりの部局で実施あるいは検討がなされている。

オ「その他」の内容の主なものは次のとおりであるが、その多くは、基本的には「Ａ－ｌ－ｌから「

Ｂ－３」までの項目のいずれかに含められるものであった。

－１３－

順位 １日７帝大 その他の大学 計

1位 Ａ－２（４１．４％） Ｂ－ｌ（２５．７％） Ｂ－１（３０．６％）

２位 Ｂ－ｌ（３８．７％） Ａ－１（１９．１％） Ａ－２（２２．４％）

３位 Ｂ－－３（２７．０％） Ｂ－３（１１．５％） Ａ－１（１８．０％）

４位 Ａ－ｌ（１６．２％） Ａ－２（１０．９％） Ｂ－３（１７．３％）

５位 Ｂ－２（７．２％） その他（７．１％） B-2.その他（４．８％）

６位 その他（０．９％） Ｂ-－２（３．３％）



○国大脇の検討結果報告書を基に（あるいは、その主旨に沿って）検討中である。

○助手・教室系事務職員等の定削、技術職員の組織化とも関連するので、総合的に検討を開始

しようとしている。

○学科改組・将来計画等の中で検討中である。

○助手振替は平成４年度に認められた。

○助手振替を平成６年度の概算要求で行う。

○指針以前から助手の資格基準を満たす者を採用している。

○採用後において助手の資格基準を満たした場合、助手への昇任を推進している。

○技術職員、事務職員等への異動を検討中である。

⑩問題点及び解決のために必要な措置

大学（学部・研究所）における問題点及びその解決のために必要な措置等についてコメントの内

容と意見分布をまとめると以下のようになる。各大学でも、学部、研究所等によって意見が異なる

が、ここでは、大学全体としてまとめられたものから、その分布を求めた。

①助手定数への振替を推進する。暫定的な定数の扱いなど、９

運用上の問題の整理を進める。

②若手研究者を育成するために、現行制度は必要である。８

このため現行制度での処遇改善を要望する。

③教務職員の助手昇任を属人的な資格、能力などに応じて進める｡７

④長期在職者の処遇に問題がある。７

⑤技術職員などへの移行が必要である。そのためには、上位級の６

定数が不足しているなどの問題があり、この移行を推進するため

の施策を要望する。

⑥教育職の上位級へ進むことができる人材を採用する。４

⑦医系では、助手は医師である場合が多いので、医師でない教務２

職員の、助手への昇任は難しい。従って現行制度での処遇の改善

を要望する。

３まとめ

教務職員は全体的に減少傾向にあり、その減少数は定員の場合より大きく、特に「１日７帝大」の

工学部、農学部、理学部及び自然系研究所で顕著になっている。

職務内容では、全体としては事務等に従事している者の比率が減少し、研究業務に従事している

者の比率が増加しており、学部では実験等に従事している者、研究所では研究業務に従事している

者の比率が前回の調査よりも顕著になってきており、好ましい傾向である。

年齢階層別・勤続年数別在職状況では高齢化現象が顕著に現れているが、学歴別年齢階層別在職

状況からも分かるように最近の採用者では修士課程修了以上の者の比率が高まっており、これらの

者は比較的短期間に他職種に異動しているように思われる。このことはかなりの人数が当該大学の

助手以上又は他機関等へ異動していることからも窺い知ることができる。

－１４－



国大協指針の各項目に対する対応状況は、国大脇が指針を出して間もないことでもあり、「現行制

度を前提としつつ学内措置として資格基準を助手相当に改めろ。（Ａ－２）」の項目を除き、実施部

局数より検討部局数が多いため、全体像をつかみきることはできないが、国大協が示した指針に対し

て満遍なく実施あるいは検討されているということは、各部局が当該部局の事情にのっとりより適切

な方向を摸索していることを窺い知ることができる。特に実施事項よりも検討事項の方が多いという

ことは各大学あるいは各部局とも摸索の真最中であると判断される。

以上，これらのことを総合判断すると，助手以上への振替要求を実施あるいは検討することにより

教務職員の縮少を図ろうとしている部局とか，学内措置としての任用資格基準を改め修士課程修了以

上の者を採用することにより教官への異動を容易にさせるなど教務職員制度の有効活用を考えている

部局などその対応は多様である。しかし，高齢化･長期在職化現象も顕著に現れており，その対策に

苦慮していることは，国大協指針の全ての項目に検討中の部局が数多くあることからも判断できその

要因は各大学あるいは各部局によって異なる事情から派生しているとも考えられる。

したがって，当委員会としては，当面、先に示した当委員会の問題解決のための指針に沿い、各大

学あるいは各部局がそれぞれの事情に適した対応を実施されることをお願いしたいと考える。

－１５－
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1６－

付塞T響KEi矧頃員の推移

区分

学部

文学
部 露 蕊

i去学
甑 鑿

理学
部

工学部 qR学
甑

医学
部

薬学
部

教養
部

その

他

計

研究所

人文
系

自然
計

計 合計

旧
七
帝
大

昭和
５０年

５５年

６０年

平成
２年

平成
４年

増減
対50年

６

７

７

８

８

＋２

１

0

0

0

0

△１

0

２

２

２

２

＋２

0

１

１

２

２

＋２

８２

５５

５２

４４

４２

△4０

２８９

２６３

２５０

２２０

２０３

△８６

106

８１

７１

６０

５５

△5１

６７

５６

５１

５５

５２

△1５

４７

４２

３６

３７

３５

△1２

６

６

４

４

４

△２

１７

２７

３２

３０

３１

＋1４

６２１

５４０

５０６

４６２

４３４

△187

２０

1８

１６

１８

１９

△１

228

225

206

175

130

△9８

248

243

222

193

149

△9９

８６９

７８３

７２８

６５５

５８３

△286

そ
の
他
の
大
学

昭和
５０年

５５年

６０年

平成
２年

４年

増減

対50年

２

２

４

５

５

＋３

７４

７４

７０

６８

６４

△1０

１

２

２

２

２

＋１

４

７

７

７

７

＋３

６５

７１

７１

５９

５８

△７

２６６

２９０

２８４

２５３

２５７

△９

１７

１３

１６

１３

７

△1０

127

183

249

229

227

+100

３２

２７

２７

２４

２４

△８

１４

１３

１４

１４

１２

△２

１７

１８

１７

１６

１７

０

６１９

７００

７６１

６９０

６８０

＋６１

１６

２４

２５

１９

１７

＋１

１６

２４

２５

１９

１７

＋１

６３５

７２４

７８６

７０９

６９７

＋６２

計

昭和
５０年

５５年

６０年

平成

２年

４年

増減
対50年

８

９

１１

１３

ユ３

＋５

７５

７４

７０

６８

６４

△1１

１

２

２

２

２

＋１

0

２

２

２

２

＋２

４

８

８

９

９

＋５

147

126

123

103

100

△4７

５５５

５５３

５３４

４７３

４６０

△９５

123

９４

８７

７３

６２

△6１

１９４

239

300

284

279

+8５

７９

６９

６３

６１

５９

△2０

２０

１９

１８

１８

１６

△４

３４

４５

４９

４６

４８

＋1４

1.240

1.240

1.267

1,152

1.114

△126

２０

１８

１６

１８

１９

△１

244

249

231

194

147

△9７

264

267

247

212

]6６

△9８

1.504

1.507

1,514

1,364

1.280

△224



付表２－１職務内容状況（百分比）

牌一

一コ

注，（）内は，前回（昭和49年７月）の調査によるものである。

区 分
|曰７帝大

学部 研究所 計
‐

その他の大学

,理９６ 部-j－ 研究所 計
‐

計
▲

学部 研究所 計
｡

識義 ０（0.2） ０（０．１） ０（０．１） ０（０．１）

ijii習 2.1（18.8） ０（６９） Ｌ６（15.7） 1.5（５９） ０（５．９） 1.5（５．９） Ｌ７（12.7） ０（6.8） 1.5（11.7）

実験等 Ｍ､２（39.9） 23.8（319） 39.0（37.9） 57.8（4Ｌ６） 41.2（27.5） 57.4（41.0） 52.5（４０７） 25.6（31.4） 49.0（39.1）

研究
■

中

30.3（２０６） 65.1（47.9） 39.2（27.7） 25.2（14.8） 58.8（49.0） 26.0（16.4） 27.2（17.9） 64.5（48.1） 32.0（23.1）

ZIT務 0.2（12.3） Ｍ（/１．６） 7.7（10.｢)） (川（2４ □ l） ０（3.0） 0.2（23.1） 9.4（17.8） 3.0（4.5） 8.6（15.5）

その他 1４２（８．２） 7.7（８．７） 1２５（８３） 6.1（13.6） Ｏ（13.7） 5.9（136） 9.2（10.8） 6.9（9.2） 8.9（10.5）

計
●

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

現員

434

(570）

149

(269）

583

(839）

680

(577）

1７

(30）

697

(607）

1,114

(Ｌ147）

166

(299）

1,280

(1,446）



1,)I(１，，）１（１００）１，００)l(100）l(１００）Ｉ（エoｃ

、
L｣

ｎｏ）ｌＩ１０ｍｌ【ＩＤ【

ＳｎｌＩ２８［

注（）内は百分比を示す。

1８－

左トョニヮーヮ輕歸畠q産務内雪靴尺況

区分

学部

文学
部 露 曇

法学
認 露 夢

工学記 農学
甑

医学
藻

薬学
部

教養
部

その

他
計

Bｆ究所

人文
系

自然
計

計 合計

旧
七

帝
大

講義

演習

実験等

研究

事誘

その他

計

１

(125）

６

(75.0】

］

(125）

８

(100）

２

(100）

２

(100）

２

(100）

２

(100）

３

(7．２１

1６

38.6）

1５

(35.7）

３

(7.2）

５

(11.9）

ｊ

の
Ｌ
ｎ
Ｕ

２
ｑ
【
Ｕ

□

３

(1.5）

104

(51.2）

6７

(33摩０）

2５

(１２３）

４

(2.0）

203

(100）

2２

40.0

､2６

(47.3）

４

(7.3）

３

(5.4）

Ｊ０
５
－
Ｕ

５
１
Ｉ

1２

(四.1）

1１

(21.1）

2９

(55.8）

5２

(100）

３

(8.6）

2０

(57.1）

３

(８６）

９

(25.7）

3５

lUO

４

(10,

４

(100）

1２

(38.7）

8.5

(27.4】

２

(6.5）

8.5

(27.4）

3１

(100）

９

(２１）

192

Cl４２）

131.5

(30.3）

4０

(9.2）

61.5

(14.2）

434

(100）

1８

(94.7）

１

(5.3）

1９

、00）

ｊ

５
３
Ｃ
●

弱
、
！

7９

田0.8）

４

(3.1）

ｊ

５
８

Ｌ
８
１
！

130

(100）

35.5

(23.8）

9７

(65.1）

５

(3.4）

ｊ

５
７
●
●

１
７
１
く

149

(100）

９

(1.6）

翅7.5

(39.0）

228.5

(39.2）

4５

(7.7）

7３

(12.5）

583

(100）

そ
の
他
の
大
学

講義

i寅習

実験等

刑ｦf究

事務

その他

計

１

(20.0）

0.5

(10.0〉

ｊ

５
０
■
●

３
０
７７
６

５

(100〉

0４

(０．６）

39.5

(61.7）

8.5

(13.3）

9.6

(15.0）

６

(９．４）

6４

(109）

１

(50.0）

１

(50.0】

２

(100）

0.5

(7.1）

6.2

(88.6）

0.3

(4.3）

７

(100）

２

(3.4）

3２

(55.2）

８

(13.8）

１１

(19.0）

５

(8.6）

5８

(100）

ｊ

８
９

●
●

４
１

く

176

(68.5）

63.2

(２４６）

８

(3.1）

５

(1.9）

257

(100）

５

(71.4）

２

(28.6）

７

(100）

２

(0.9）

109

(48.0）

8１

(35.7）

1７

(7.5）

1８

<7.9）

227

(100）

13.5

(56.3）

ｊ

５
４
ｑ
●

８
５３１

２

(8.3）

2４

([00）

６

(50.0）

５

(41.7）

１

(８．３）

1２

(100）

１

(５．９）

1０

(58.8）

１

<5.9）

１

(5.9】

４

(23.51

1７

(100）

10.2

(1.5）

393

(57.8）

171.2

(25.2）

64.3

(9.4）

41.3

(6.1）

680

(100J

ｊ２

７
Ｌ４〃
７
℃

1０

(58.8）

1７

(100）

７

(41.2）

1０

(58.8）

1７

(100）

10.2

(Ｌ５）

400

(57.4）

l８Ｌ２

(26.0）

64.3

(9.2）

４１．３

(5.9）

697

(100）

計
講義

演習

実験等

研究

事務

その他

計

１

(7.7）

ｊ

５
５

Ｌ
Ｌ
１

く

9.5

(73.1）

１

(７．７】

1３

(100）

0.4

(０．６）

ｊ

５
７

●
●

９
１

３
価

8.5

(13.3）

9.6

(15.0）

６

(9.4）

6４

(100）

1

(50.0）

】

(50.0）

２

(100）

２

00）

２

(100）

0５

(5.6）

１

２
９

６
８６く

ｊ

３
５

２
５２く

９

(100）

５

(５．０）

4８

(48.0）

2３

(23.0）

1４

(１４０〉

10

(10.0〕

100

(100）

7.8

(1.7）

280

(60.9）

130.2

(28.3）

3３

(7.2）

９

(１．９）

460

(1001

2７

(43.6）

2６

(41.9）

６

(9.7）

３

(4.8）

6２

(100）

２

<0.7）

121

(』'3.4）

9２

(33.0）

1７

(6.1）

4７

(16.8】

279

(100）

３

(5.1）

33.5

(56.8）

11.5

(19.5）

1１

(18.6】

5９

qOO）

1０

(62.5）

５

(31.3）

１

(6.2）

1６

(100ク

１

(２．１）

2２

U１５．８）

9.5

Ｕ9．８１

３

(6.3】

12.5

(26.0）

4８

(100〕

ｊ

２
７
Ｓ
●

９
１

１
く

585

(525）

3０２７

(27.2）

104.3

(9.4）

１０２８

(9.2）

1.114

(100）

1８

(94.7ノ

１

(５．３）

1９

uOO）

4２５

(28.9）

8９

(60.6】

４

(2.7ノ

ｊ

５
８

Ｌ
Ｉ

１
く

147

(100）

42.5

(25.6）

107

(64.5ノ

５

(3.0）

11.5

(6.9）

166

(100）

19.2

(1.5）

627.5

(49.0）

409.7

(32.0）

109.3

(8.6）

1｣4.3

(8.9）

1280

(100）



付表３－１年齢階厨別在職状況（百分比）

￣

G●

注，（）内は，前回（昭和49年７月）の調査によるものである。

区分
旧７帝大

学部 研究所 計

その他の大学

学部 研一究所 計
●

計
●

学部 研究所 計

戸田幹 ２４歳 3.5（６．２） 2.0（３．８） ３１（5.5） 2.8（18.8） (10.0） 2.7（18.3） 3.0（12.6） 1.8（Ｍ） 2.9（10.9）

２５ 岸、ジ ２９歳 11.8（27.8） 7.4（２００） 10.6（25.3） 17.8（37.7） 5.9（26.7） 17.5（37.2） 15.4（32.8） 7.2（20.7） 1Ｍ（30.3）

３０～３４歳 12.4（33.3） 12.1（42.3） 12.4（36.2） 2Ｌ５（19.7） 29.4（30.0） 2Ｌ６（20.2） 18.0（26.4） 13.9（4ＬＯ） 17.4（29.4）

３５ ￣出ジ ３９歳 10.1（11.6） 9.4（18.5） 10.0（138） １６．５（９．０） 11.7（３．３） 16.4（8.8） 14.0（10.3） 9.6（17.0） 1Ｍ（ｌＬ７）

４０ 一因＝ ４４歳 14.7（８．７） 10.7（９．８） 13.7（９．１） 16.6（9.0） 5.9（１０．０） 16.4（９１） 15.9（８．９） 10.3（９．８） 15.2（9.1）

４５～'１９歳 19.4（7.3） 22.8（４９） 20.2（6.5） 1２５（３．５） ＩＬ２（20.0） 13.2（４．３） 15.2（5.4） 24.7（Ｍ） 16.4（5.6）

５０歳～ 2８１（５．０） 35.6（０．７） 30.0（３．６） 12.3（２．３） 5.9（） 12.2（２１） 18.5（３．６） 3２５（０．７） 20.3（3.0）

詞 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

現員
434

(561）

149

(265）

583

(826）

680

(575）

1７

(30）

697

(605）

1，１１４

(1,136）

166

(295）

1,280

(Ｍ31）



住（）内は百分比を示す。

－２０－

付表ｓ－２白田謡ｉ･年■隠趣在匿錘

区分．

孚函
ロ■

霧 霊 蕊 巖 篝 涛
工事目８ 民宇

部 厚
藁学
部

教突
部

そg,
他

計

研究所

人文
系

自銭
計

計 合計

旧
七
帝
大

２４歳
以下

２５～
２９

ｓｏ～
ａ４

ａｓ～
ａｇ

４０～

４４

４５～
４９

５０～

計

１
､2.5）

1
､2.5）

１

(12.5】

ユ

、2.5】

４

(50.0〕

８

、00）

１

巴0.0：

１
(50.0）

２
qOO）

１

【釦.0）

１
〔50.0）

rＩ

2

00）

７
ｄ6.7

９
(21.4J

５

ｄ1.9

５

(11.9】

７

ｑ6.刀

,
【21.4）

４２

、00）

８

(3.9）

１７
(8.4）

１５
(7.4）

1１

臼.４）

２Ｓ

ﾛ3.8）

５４
(26.6）

７０
(34.5）

２０３
(100）

２
(3.6Ｊ

６

ｑ0.9Ｊ

４
(7.3』

Ｓ
[9.1）

６

、0.9）

１０
q8.2リ

２２

ｑ0.0）

５ｓ
、00）

１

ｎ.9J

７
ｑ3.5】

８
ｑ5.4】

,

、7.3

１ａ
[25.0）

ラ
(9．６．

,

(17.3

５２

(100）

２

(5.7Ｊ

１０

(28.5】

１１
G1.4）

５
ｄ4.3】

５
(14.3】

１

(2.9)

１

(2.③

ａｓ
qOO）

１

ａｓ.@）

ユ
(25.0）

１

(25.0】

１

(25.0）

４

dOO）

２
(6.5）

６
ｄ9.3）

７

【22.61

５
ｑ6.11

５
ｄ6.1）

６

(19.4）

ｓ１
ｄＯＯ）

１ｓ
(3.5）

５１
(11.8）

５４
(12.4）

４４

(10,1）

６４

(14.7）

８４
(19.4）

１２２
(28.1）

４３４
｢100）

３
d5.8】

４

(21.0）

３
d5.印

１

(5.3）

ａ
(15.8）

１

(5.3）

４

(21.0】

１９

、00）

７

(5.4】

１ｓ
d1.5】

エa
ｑ0.0）

１ａ
ﾛ0.0

３３
(25.4）

４９
(37.7Ｊ

130

dOO）

３
(2.0）

ユ１
(7.4Ｊ

１s
、2.1）

１４

(9.4）

１６

d0.7Ｊ

ｓ４

(22.8』

５ｓ
G5.6）

149

hoo）

1８
(3.1）

６２

q0.6）

７２

(12.4）

５８
、0.0】

８０

(13.刀

１１８
【20.2）

１７５
(30.0）

５８ｓ
ｄ㈹）

そ
の
他
の
大
学

２４歳

以下

２５～

２９

ａＯ～
３４

Ｓ５～
ａ，

４０～
４４

４５～
４９

ｓｏ～

計

１

(20.0］

１
(20.0】

２

(40.0：

１

【20.0）

５

、00）

１

(1.6）

６

(9.4）

１２
､8.8‘

1４

(21.9〕

１ｓ

'20.3】

,
(14.0）

，

(14.0】

６４

qOO）

２

(100）

２

qOO）

２

(28.6）

１

､4.3）

１

r１４．３J

Ｓ
(42.8】

７

(100）

１

(1.7）

１０

ｄ7.3」

,
(15.5）

６

(10.33

１７
Ｑ9.3）

５
(8.6）

１０

(17.31

５８

(100）

，

(3.5）

４３

q6.7）

５７
(22.2）

３５
ｑ3.6）

３５

(13.6）

３６
(14.0）

４２

q6.4）

２５７

(100）

１
(14.3）

１

(14.3J

￣、

。

(42.8）

２

【28.6)

７

(100）

８
〔3.5）

４ａ
ｄ9.0J

５４
(23.8）

５０
(22.0）

３５
(15.4）

２３
ｑ0.1）

１４

(6.2］

227

<100）

１３

(瓢.2）

６

〔25.0）

１

(4.2）

２

(8.3）

２
田.３）

２４

(100）

１

<8.3）

１

(8.4）

１
(8.3』

へ

つ

Ｑ5.0ノ

Ｓ

(25.0）

３

(25.0）

１２

(100）

２
、1.8ノ

５

(29.41

４

２３．５ 」

４

(23.5）

１

(5.9）

１

(５．９】

１７

(100）

１１
(2.8）

１２１

(17.8）

１４６

(21.5）

１１２
(16.5）

１１ｓ
(16.6》

８５
q2.5）

８４

u2.3）

６８０
(１００）

１

(5.9Ｊ

５

(29.4」

２

<11.7】

１

(5.9）

７

(41.2）

１

(5.9ノ

１７

(100）

１

(5.9）

５

(29.4）

２

(11.7）

１

(5.9】

７

ｕ1.2）

１

(5.9ノ

１７

､00）

１９
(２７）

１２２

(17.5〕

１５１
(21.6）

１１４

(16.4）

１１４

(16.4）

９２

､3.2）

ＳＳ

(12.2）

６９７

(100）
計

２４歳

以下

２５～

２９

ｓｏ～

３４

３５～
３９

４０～

４４

４５～
４９

５０～

計

２
(15.4）

１

【7.7）

２

(15.4）

へ

。

(23.1）

５
(詔.4）

ユヨ

、00〕

１

(1.6）

６

(9.4）

１２
、8.8）

１４

(21.9）

１３
(20.3）

,

(14.0〕

，
(Ｍ､0）

６４
hoo）

２

000）

２

(lOOj

１

(50.0）

１

(50.0』

、

2

00ノ

１

(11.1）

２

(22.2】

１

(11.1）

１

(11.1）

４

(q4.5）

９
dOO）

１

(１１，０）

１７

(17.0）

１８

(18.0）

１１

(110」

２２
(22.0）

１２
､2.0）

１９

(19.0）

100

dOO）

１７

(3.7）

６０

(13.0）

７２

(15.7）

４６

(100）

６３
(13.7）

ｇｏ

(19.6）

１１２

(24.3）

４６０

ｎＯＯｊ

ウ
ー

(3.2）

６

(9.7』

５

(8.1）

５

(8.1）

７

(11.3」

１ｓ
(20.9）

２４
(38.7）

６２
hoo）

９

(３．２）

５０

(17.9」

６２
【22.2）

５９

(21.2）

４s

q7.2）

２８
(10.0

２Ｓ
(8.3】

279

000ノ

Ｚ

(3.4）

２３

(39-0）

１７

[28.8；

６

(10.1）

７

(11.9J

３

(5.1）

１

(1.7ノ

５９
(100）

１

(６．３）

２

(12.5）

１

(6.2Ｊ

１

(6.3）

３
ｑ8.7

４

5.0）

４

α50）

１６

､CQ）

４

(8．３１

１１

(22.9）

１１

(22.9グ

,

d8.8〕

６

'12.5）

７

(14.｡

４s

(iOo）

う４

(3.0）

１７２
(15.4）

２００

(18.0）

１５６

[14.0）

１７７
(15.9）

１６９

(15.2）

206

,8.5)

1,114
(1m）

-

コ

(15.8J

４

(21.ｑ

Ｓ
(15.8

１

(5.3）

気

。

(15.8）

１
(5.3）

４

(21.0）

１９

《100）

８

(5.5）

２０

(13.6）

１５

《10.2）

１４

(9.5）

４０
(27.2）

５０
【34.0ノ

147

dOO）

へ

。

(1.8）

１２

(7．２１

２Ｓ

ｑ3.9）

１６

(9.句

１７
(10.3）

４１

(24.Z）

５４

(32.,

166

(100）

Ｓ７

(２．９）

1s４

(14.4）

２２ｓ
(17.4）

1７２

ｄ3.4〉

１９４
《15.2）

Ｚ１０
ｎ６Ａ）

２６０

(20.3）

1.280
(100）



付表４－１勤続年数別在職状況（百分比）

C、コ

ー

注，（）内は，前回（昭和49年７月）の調査によるものである。

区分
|日７帝大

学部 研究所 計

その他の大学

学部 研究所 計
｡

計
●

学部 研究所 :１

３年以下 23.0（42.2） 16.8（54.９） 21.4（49.4） 3ＬＯ（４４１） 17.6（36.7） 30.7（43.4） 27.9（42.9） 16.9（54.0） 26.5（ｲ8.0）

４年 －国ジ ９年 15.2（3Ｌ８） 16.8（24.4） 15.6（27.6） 21.9（30.6） 23.5（36.7） 22.0（312） 1Ｍ（31.4） 17.5（25.0） 19.1（28.4）

１０年以上 61.8（26.0） 6Ｍ（20.7） 63.0（23.0） 47.1（25.3） 58.9（26.6） 47.3（25.4） 52.8（25.7） 65.6（21.0） 5４４（23.6）

計
●

100.0 100.0 1000 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

現員
434

(443）

149

(574）

583

(1,017）

680

(265）

1７

(30）

697

(295）

1,114

(708）

166

(604）

ｊ

０
２
８
１

２
３
９
０

１
ｌ

く



付表４－２勤続年数別在職状況

ｗ
函

注，（）内は，百分比を示す。

区分
1日７帝大

学部 研究所
●

計
己

●

その他の大学

学部 研究所 計
●

計
●

学部 研究所 計

３年以下
100人

（２３．０）
２５人

（１６．８）
125人

（２１．４）

211人

（３１．０）

３人

（１７．６）

214人

（３０．７）

311人
（２７．９）

２８人

（16.9）

339人
（２６．５）

４年 み、ザ ９年

6６

（１５．２）

2５

（16.8）
9１

（１５．６）

149

（２１．９）

４

(２３．５）

153

（22.0）
215

（１９．３）

2９

（17.5）

244

（19.1）

10年～１４年
5４

（１２５）
1４

（９．４）
6８

（１１．７）

108

（１５．９）

２

（ｌＬ８）
110

（１５．８）
162

（１４．５）

1６

（９．６）

178

（１３．９）

１５年～１９年
7３

（１６．８）

2９

（19.5）
102

（17.5）

9６

（１４．１）

４

（２３．５）

100

（１４．３）

169

（１５．２）

3３

（19.9）

202

（１５．８）

20年～２４年
9６

（２２１）

4４

（２９．５）

140

（２４．０）

6２

（９」）

２

（ｌＬ８）

6４

（９．２）

158

（１４２）

4６

（２７．７）

204

（15.9）

25年～２９年
3３

（７．６）

６

（４．０）

3９

（６．７）

3７

（５．５）

２

（１１．８）

3９

（５．６）

7０

（６．３）

８

（４８）

7８

（６．１）

３０年以上
1２

（２．８）

６

（4.0）
1８

（3.1）

1７

（２．５）

1７

（２．４）

2９

（２．６）

６

（３．６）

3５

（２．７）

篇Ｉ
434

(100.0）

149

(100.0）

583

(100.0）

680

(１００．０）

1７

(100.0）

697

(100.0）

1,114

(100.0）

166

(100.0）

1,280

(100.0）



注（）内は百分比を示す。

－２３－

▲■二打一コ再一口可．■睦空転■し函寺一日顎

区分

孚萄．

ﾌ宮と
部 霧 曇

毒と
部 篝 震

工冒自記
露 野 露

教刮Ｅ
郡

その
他

計

研究所

人自に
系

自鐘
計

計 合計

日Ｉ
七
帝
、
六

３年
１２，旨

４～

9年

１０～
１４年

１５～

１９年

２０～

２４年

２ラー

２，年

３ ０年
以上

計

ユ

(12.5J

２
(25.01

１

(12.5）

２

(25.0フ

ユ

ｄ2.5）

１
ｑ2.印

８

(100）

１

Ｇ0.ｑ

１
⑤0.0）

２

(100）

１

(釦.0J

１
⑮0.ｍ

２

uOO）

ユ２
区8.団

ユ２
(28.6）

２
(4.刀

４

(9.5〕

う

(11.9）

６
q4.3）

１

(2.4】

４２

qOO）

２６

ロ2.8〉

２０

(9.8）

２４
(11.8）

５０

｢24.6）

６０

(29.6）

１７

(8.4）

６
(3.0）

２０３

、00）

１４
(酉.5）

５
(9.0）

６
d0.9」

４

L7.3：

１

(3２
８

j7）

６

q0.9）

２
(3.7J

５５

ｎＯＯｊ

２エ

〔4ｑ４〕

６
ｄ1.5）

,
(17.3）

７

(13.5）

う
(９．６；

Ｚ
｡.8J

、２
(3.9）

５２
qooフ

1ｓ
u2.町

1４
(40.0）

４

ｄ1.4）

２

(5.7】

３５
dOO）

(5０

２
．の

１

(25罰O）

１

α5.01

４

dOO）

８

【酉.８

５
q6.1）

６
、9.の

６

(19.4）

ラ

ｄ6.1)

１

(3.⑳

ヨユ
ｄＯＯｊ

６６
ｄ5.の

５４
[12.5）

７ｓ

(16.8）

９６

(２２１）

Ｓｓ
(7.6）

ユ２

(2.8〕

４３４
(100）

８

u2.1）

４
Ｑ1.1）

２

、0.5）

ａ

ｑ5.7J

１

⑮､3）

１

(5.3）

ユ,

dOO）

ユ７

ﾛ3.ｐ

２ユ
(16.2）

1４
(10.8Ｉ

２７

(20.印

４ユ

(21.5）

５
(3.8）

ラ

(3.8）

130

(1”）

２Ｓ
(16.8J

２５
ﾛ6.①

１４
(9.の

２９
ｄ9.5）

４４

α9.5）

６

〔4.0）

６

(4.0）

149

dOO）

エ２ラ
〔21.4）

９１
(15.6）

６８
(11.7）

１０２
．７．５）

１４０
α4.0）

Ｓ,
〔6.7）

１s
〔3.1）

５８s

dOO）

そ
の
他
の
大
学

ａ年

以下

４～

９年

１０～
１４年

１５～
１９年

２０～

２４年

２５～
２１年

P、

。 ０年

以上

計

Ｓ
(60.0）

１
【２００】

１

(20.0

５

(100）

１１
ｑ7.2

１０

(15.6）

１ｓ
(20.3）

１６
(25.0」

８

(12.5）

Ｐ、

。

(4.7‘

へ

。

(４．７Ｊ

６４

qOO）

１

(50.03

１

(50.0〕

２

dOO）

１

(14.3）

２

(28.6）

へ

。

(42.8）

１
(14.31

７

dOO）

１９

(32.81

１０
ｄ7.2）

６

(10.幻

１０
ロ7.2）

４

(６．９〕

６

ｑ0.3）

へ

。

(5.3）

５８

ロ００》

Ｓ１

(31.5）

ラ８

(22.6）

３５
(13.6）

２６
ｑ0.1）

う４

ｑ3.3）

1６
(6.2）

７

(2.7）

２５７

(100〉

２

(28.6〕

１

ｄ4.3】

１

(14.3」

へ

。

012.8）

７

qOO）

７４

Ｇ2.6）

５５
【24.2）

４４

ｄ9.4）

３６
○5.9）

１１

《４．８）

５
(２２】

ワ

(0.9）

227

、００）

１３

(Ｍ,2）

８
Q3.3】

２

(8-3J

１

(4.2）

２４

qoo）

２

q6.,

２

ロ6．７．

２
C16.7：

へ

。

:25.0）

１

<8.2）

２

(16.刀

１２

qOO）

７

(41.2）

４

(23.5）

へ

゛。

ｄ7.6）

２
ｄ１．８Ｊ

１

(5.9）

１７

(100）

２ユ１

(31.0）

１４９
(21.9）

１０８

ｑ5.9）

９６
、４．１）

６２

(9.1）

う７
(5.5）

１７

Ｑ,５）

６８０

〔100）

ａ

(17.6Ｊ

４

(23.5）

２

(11.8）

４

(23.,

ワ
ー

(11.8）

つ̄

ｑ1.8）

１７

(100）

ａ
ｄ7.6）

４

Ｑ3.＄

・２
〔11.8〕

４

(23.5）

２
ｑ1.8）

２

ｑ1.8）

１７
(100）

２１４

G0.7）

１５ｓ
(22.0）

１１０
d5.8）

１００
(14.3）

６４

〔9.2フ

ヨ,
⑮､６）

１７

(2.4）

６９７

(100）
計

ｓ年

以下

４～

9年

１０～

１４年

１５～

１９年

２０～

２４年

２５～

２９年

￣、

。 ０年
以上

計

４

〔３０７：

２

U5.4；

２

(15.4）

ワ
ー

(15.4）

ワ

(15.4）

１

[７．７）

ﾕヨ
(100）

１１

ロ7.2）

１０

05.6：

１ヨ

(20.3ノ

１６
(25.0）

Ｓ

(12.5）

へ

。

(4.7）

へ

。

(４－７）

６４
ｑＯＯ）

１

(50.0）

１

〔50.0）

２

ｑＯＯ）

１

(50.0）

１

(50.0）

２
(100〕

２

【22.3）

へ

。

(33.3）

へ

つ

Ｑ3.3）

１

(11.1）

９
ｄＯＯ）

う１
Ｑ1.0）

２２

(22.0）

８
(8.0J

１４

Ｕ４－Ｏｊ

，

(9.0）

１２
、2.0）

４

(4-0）

100

『100）

１０７

(23.3）

７s

(16-9）

５９

(12.印

７６

(16.5）

９４

〔20.4）

￣￣、

。。

(7.2）

1３
(２．８）

４６０

(100）

１６

(25.9）

５

(8.0

〆

◎

(9.7）

５

(8.1）

１９

(30.6）

．，
(14.51

ワ

(3.2）

６２

(100）

９５
(3JL1）

６１

(21.9.

５ｓ
ｑ9.0）

４３
〔15.4】

1６
(5.7】

７

(2.5Ｊ

４

(1.4：

279

、００）

２Ｓ

(47.4）

２２

G7.3ノ

４

(6.8）

２

(3.4Ｉ

つ
ぢ=

(3.4J

１

(1.7）

５９

(100）

つ̄

(12.5）

．＞
￣

(12.5）

へ

。

ｄ8.8）

つ

d2.5）

４

(25.0）

１

(6.2）

２
(１２．５〕

１６

dOO）

１５

⑱1.,

９

(18.7）

,

(18.7）

Ｓ
(16.7）

６

、2.5）

１

(2.1）

４s
、00）

ｓ１１

(27.の

２１５

０９．３）

１６２
(Ｍ､5）

１６１

(15.2）

１５８

〔14.2）

７０

(6.3）

２１
(２．６）

1`１１４
(100）

Ｓ

ｕ2.1）

４

(21.0)

２

(10.5J

へ

。

(15.8）

１

(5.3）

１

(5.3）

１９

(100）

２０
q3.③

２ラ
(17.0）

１６
(10.9ノ

Ｓ１
(21.1J

４ｓ
(29.2）

７

〔４８）

５
〔3.4）

147

(100）

２Ｓ

ｄ6.7）

２９
ｑ7.5）

６
⑤
１
９
く

ヘヘ

ココ

(:19.9）

６
ｍ

△
・
幻

８
(4.8）

６
(３．６）

166

qOO）

ｓＳ９

(26.5）

２４４

(19.1）

１７８
(13.9）

２０２

(15.8）

２０４

(15.9）

７ｓ
(６．１）

Ｓ５
（２．７）

1,280
(100）



付表５－１学歴別在職状況（百分比）

函
←

注，（）内は，前回（昭和49年７月）の調査によるものである。

区分
旧７帝大

学部 研究所 計

その他の大学

学部 研究所 計
●
｡

計
●

学部 研究所 計
■

博士課程修了 7.1（6.2） 6.0（3.0） 6.9（5.2） 5.9（2.1） lＬ８（３．３） 6.0（２．２） 6.4（４１） 6.6（3.0） 6.4（3.9）

修士課程修了 17.5（15.1） 20.8（７．２） 18.3（126） 20.6（13.2） 29.4（13.3） 20.8（13.2） 19.4（142） 2Ｌ７（７．８） 19.7（12.9）

大卒 56.5（51.2） 49.7（6Ｌ１） 54.7（５４３） 59.1（61.0） 41.1（46.7） 58.7（60.3） 58.1（56.1） 48.8（59.7） 56.9（56.8）

短大卒 8.5（10.3） 8.1（８．７） 8.4（Ｍ） 9.6（11.5） lＬ８（20.0） 9.6（11.9） 9.1（10.9） 8.4（９．８） 9.0（10.7）

高卒・その他 1Ｍ（17.2） 15.4（20.0） 11.7（18.1） ４８（１２２） 5.9（16.7） ４９（１２４） 7.0（１４７） 14.5（19.7） 8.0（15.7）

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

現員
434

(563）

149

(265）

583

(828）

680

(574）

1７

(30）

697

(604）

1,114

(Ｌｌ３７）

166

(295）

ｊ

０
２
８
３
２
４
９
０

１
ｌ

く



付表５－２麓局別・学歴別ZgHEtRZZ

「

－２５－

注（）内は百分比を示す ｡

区分

学甑

文学
部 露 蕊

法学
部 鑿

理学
部

エ学部 』且学
部

医学
部

薬学
部

教養
部

その

他
計

研究所

人文
系

自然
計

計 合計

旧
一
七
帝
大

鰯；

鐸學
大卒

短大卒

高卒．

その他

計

７

(87.5）

１

(１２５）

８

qoo）

２

uOO）

２

(100）

２

uOO）

２

(100）

1２

(28.6）

１ユ

(26.2）

１８

Q２８）

１

(２４）

４２

qOO）

７

(3.4）

ユ９

(9.4）

１２４

(61.1）

２１

Ｕ0.3）

３２

<15.8）

２０３

qoo）

３

(5.5）

７

q２７）

３０

(5`1.5）

５

(9.1）

１０

(18.2）

５５

(100）

２１

(40.4）

２５

ｕ8.Ｕ

４

(7.7）

２

(3.89

５２

(100）

４

(11.4）

１３

(37」）

１６

側5.7）

１

【２９）

１

(２９）

３５

(100）

２

(50.0）

２

(50.0）

４

(100）

５

０６．，

３

(9.7）

１９

(61.3）

４

(１２９）

３１

(100）

３ユ

(7.1）

７６

(17.5）

２４５

(56.5）

３７

(8.5）

４５

００．４）

４３４

(100）

1

(5.3）

７

〔36.8》

１０

侭2.6）

１

(5.3】

１９

uOO）

８

(6.1）

２４

u8.5）

６４

ｕ9.2）

１１

(8壜5）

２３

q7.7】

130

(100）

９

(6.0）

３１

(20.8）

７４

(49.T）

１２

(ａ、

２３

q5.4】

149

uOO）

４０

(6.9）

１０７

U8.3）

３１９

<54.7）

４９

(8.4）

６８

(117）

５８３
(100）

そ
の
他
の
大
学

計

博士課
程修了

修士課

程修了

大卒

短大卒

高卒.
その他

計

博士課
程修了

修士課
程修了

大卒

短大卒

高卒．
その他

計

１

(20.0）

４

(8ｑＯ）

５

(100）

１

(7,7）

１１

(８４６）

１

(7.7）

１３

ｄＯＯ）

４

(6.2）

６

(9.4）

５０

(78.1）

３

(4.7）

1

(16）

６４

0100）

４

(6.2）

６

(9.4】

５０

ｑ8.1）

つ
し■

01.7）

１

(1.6】

６４

qoo）

１

(50.0）

１

(50.0）

２

(100）

１

(50.0）

１

(50.0）

２

０００）

２

qoo）

２

(100）

７

(100）

７

uOO）

９

000）

９

(100）

５

(8.6）

１０

U7.3）

３６

(62.1）

５

(8.6）

２

(3-4J

５８

uOO）

1７

(17.0）

2］

<21.0）

５４

(54.0）

６

(6.0）

２

〔2.0リ

100

(100）

１８

(7.0）

５２

(20.2〉

１３９

(54.1）

２５

Q､７）

２３

Ｇ､０）

２５７

qOO）

２５

(5.4）

７１

(15.4）

２６３

(E7.2）

４６

q0.0）

５５

ｑ2.o）

４６０

(100）

２

(28.6ノ

２

(28.6）

２

(28.6）

１

ｑ4.2）

７

(100）

３

(4.8）

９

(14.5）

３２

(51.6）

７
３１０

１１

(17.8）

６２

(100）

１０

(4.4）

５３

(23.3）

137

(60.4）

２６

q1.5）

１

(0.4）

227

(100）

１０

(ａ６ノ

７４

(26.5）

162

(58.,

３０

00.7ノ

３

〔]､１）

279

(100）

２

(Ｍ）

１１

(45.8）

１１

ｕ5.8）

２４

(100）

６

(10.2）

２４

(40.7）

２７

(45.7〉

１

(1.7）

１

(17）

５９

ロ00）

２

Ｕ6.7〕

７

(58.3〕

２

(16.7）

１

(8.3）

１２

(100）

４

(25.0）

９

(56.3）

２

０２．５）

１

(6.2：

１６

(100）

１

(5.9）

３

０７．６）

８

(47.1）

２

(11.8

３

ｕ7.6）

１７

(100）

６

(12.5！

６

Ｕ2.5）

２７

(56.3）

６

(１２５）

３

(6.2）

４８

(100）

４０

(5.9）

１４０

(20.6）

４０２

(59.1）

６５

〔9.6）

３３

(4.8）

６８０

(100）

７１

(6.4）

２１６

(１９．４）

６４７

(58.1）

１０２

(9.1）

７８

〔7.0〉

1.114

qOO）

１

(5.3）

７

(36.8）

１０

(52.6）

１

(5.3）

１９
dOO）

２

(11.8）

５

(29.4）

７

ul2〕

２

〔11.8）

１

(5.9）

１７

(ICO）

１０

(6.8）

２９

d9.,

７１

(48.3）

１３

(8.9〉

２４

０６．３）

147

qOO）

２

(ｎ.8）

５

(29.4）

７

側1.]）

２

(11.8；

１

(5.9）

１７

(lCO）

1１

((j､6）

３６

(21.7）

８１

〔48.8）

１４

(8.4）

１

４
５

２
ｍ

166
(100）

４２

(6.0）

１４５

(20.8）

４０９

(58.7）

６７

(9.6）

３４

(4.9）

６９７

(100）

８２

(6.4）

２５２

(19-7〉

７２８

(56.7）

１１６

(9.0）

１０２

(8.0）

1.280

(100）



付表6-1年齢階層別勤続年数状況①

《旧７￣帝大》

、
⑤

注（）内は百分ｔ上iを示すも

'些争
部－j－

3年

以下

4年

ヘグ

9年

10年

デミン

14年

15年

ダミジ

l9fl二

20年

￣､グ

24年

25年

￣■￣

29年

孵
阯

iiI

研究所

年
肝

4年

ゲージ

9年

１０年

へ‐

14年

15年

〆、￣

19年

20年

〆、→

別年

25年

中

P～ゲ

29年

年
阯

的

計

計
●

年
肝

4年

←、ゴ

9年

10年

￣閂ジ

14年

15年

〆、‐

19年

20年

←､ザ

24年

25年

←、ザ

29年

年
阯

別

計

～２４歳
'5１

(100. O）
1５

(100）

３

(100. 0）
３

(１００）
'8１

(100 0）

1８

(100）

２５～２９歳
381’3１

(74.5)(255）
１１

5１

(100）
'011｜

(909)(9.1）
１１

1１

(100）
４８１１４１

(7Ｍ)(皿6）
1１

随

(100）

３０～３４歳
2７ '２３１ ４

(500)(426)(7.4）
１１１

別

(100）

４ '’3１ １

(22.2)(72.2)(5.6）
１１

1８

(100）

3１ '３６１ ５

(43.1)(5Ｍ)(6.9）
1１Ｉ

7２

(100）

３５～３９歳
1６ '’３１’2１ ３

(36.4)(29.5)(27.3)(Ｍ）
4４

(100）

７ ３ ’４１
(500)(21.4)(28.6）

Ｉ

1４

(100）

2３ '’61161 ３

(39.6)(27.6)(汀.6)(5.2）
5８

(100）

４０～４４歳
３ '１２１２５１１８１ ６

(4.7)(187)(39.1)(28.1）（9.4）
１１１

例

(１００）

５ ’６１３１２１
(313)(3｢7.5)(18.7)(125）

Ｉ

1６

(100）
３ '1７１３１１２１１ ８

(3.8)(21.3)(38.7)(26.2)(10.0）
１１１１

8０

(100）

４５～４９歳
１

(1.2）
’４１９１３２１２９１９１
（4.8)(10.7)(38.1)(34.5)(10.7）

Ｉ

別

(100）

２ ３ '1５１１２１ ２

(5.9）（8.8)(414.1)(35.3）（5.9）
１１

3４

(100）

１ ６ '’2１４７１４１１１１１
(09）（5.1)(10.2)(39.8)(34.7）（9.3）
１１１

118
(100）

５０歳～
ｌｌ４１２０１６１１２４１１２１１２２

(０８）（3.3)(１Ｍ)(500)(19.7）（9.8）（100）
1１１１

，｜，｜
(19）（Ｌ９）

11 '３０１ ４ ’６１ 5３

(20.8)(56.6)(7.5)(lL3）（100）
0１Ｉ

１ ２ ４ '３１１９１１２８１１８１ 175

(0.6）（Ｌｌ）（２３)(17.7)(520)(１Ｍ)(10.3）（100）
ｌＩＩｌＩＩ

計
100

(2３凸 |q:Iqf億Ｍ(黒|(」;’
4別

(100）
班|閉|Ⅲ|別|"｜

(１Ｍ)(16.8)(Ｍ）（19.5)(29.5）

６ |`’ 149

(4.0）（4.0）（100）
'笏|,'|冊｜
(2Ｌ４)(156)(11.7）

1０２ 140 |$'181 583

(17.5)(Zi,O)(6.7）（３１）（100）
１１１



年齢階圃別勤統年数状況②

《その他の大学》

⑭
『

注（）内は百分ﾋﾋを示;も

学部

年
肝

4年

へ‐

9年

１０年

声～￣

14年

15年

ヘジ

19年

20年

へ－

2/1年

25年

辞、￣

29ｲ下

30年

以上

計

研究所
●｡

年
肝

4年

￣￣

１０年

￣､￣

15年

￣￣

19年

20年

￣､一

2/lｲ幅

25年

尹帛￣

29H「

30年

以上

計

計
□

年
肝

4年

〆～＝

9年

１０年

へ_

lｲ年

15fＦ

へ二

19年

20年

←閂ジ

２１年

25年

￣、幹

29i1z

年
二

釦
川

詞
￣

～２４歳
１７

(別．
’1’

4)(5.6）

1８

(100）

1７ ’1’
(9Ｍ)(5.6）
１１

1８

(100）

２５～２９歳
8lｌ４ｌｌ

(66. 4)(336）
１１

122

(１００）
'’

(100 0）

I

(１００）
8２１４１１

(66.7)(33.3）
１１

123

(100）

３０～川歳
6７ |弱’２３１ １

(ｲ5.9)(37.7)(15.7)(0.7）
Ｉ

146

(１００）
'’

(20.

４

0)(800）

５

(100）

6８ '５９１２３１ １

(45.0)(391)(152)(0.7）
0１１

151

(100）

３５～３９歳
2８ '３２１４３１ ９

(25.0)(28.6)(38.4)(８０）

112

(100）
１

(500）

ｌ

(5０ 0）

２

(１００）
２９１３２１イ３１１０１

(2Ｍ)(28.1)(3ｍ)(8.8）
１１

114

(100）

４０～川歳
1４ ''31271田’ ７

(123)(lL4)(23.7)(46.5)(6.1）
114

(100）
１

(100 0）

1

(100）
１４１１３１訂’５４１７１

(122)(lL3)(23.5)ｑ6.9)(61）
１１１１

115

(100）

４５～４９歳
１ ４ lｌＯｌ２３１３５１１１１

(L2）（ｲ.7)(lL9)(27.4)(4Ｌ７)(13.1）
１１１

81!

(100）

２ ２ ２ １

(28.6)(2Ｍ)(2Ｍ)(Ｍ､2）

７

(100）

１ ４ '１２１２５１訂’ 1２

(1.1）（44)(13.2)(27.5)(410.6)(13.2

9１

(100）

５０iMiﾄ，
３ ３ ５ |ｌＯＩ２０１２６１１７１ 8/Ｉ

(3.6）（3.6）（6.0)(11.9)(23.8)(30.9)(20.2）（100）
１１

'’
(1００､0）

１

(１００）
３１３１５１１０１２０１幻’１７１８５

(3.5）（3.5）（59)(11.8)(凪5)(31.8)(200）（100）
ＩＩＩＩＩ

訂
211 149 1０８ |$|田’
(3LO)(219)(１５９)(Iｲ.l)(OLl）
１１１１

3r７ 1７ 680

(5.5）（２５）（１００） (1７

３

● 6） (四

Ｉ

Ｃ

２ ４ ２ ２

5)(11.8)(2(１５)(lL8)(11.8）
１１１１１

1７

(100）

214

(3０●

153 110 100 |Ⅸ|羽|Ⅳ’
7)(22LO)(15.8)(14.3）
１１１

卿

(9.2）（56）（2ｂ４）（100）
Ｉ



年齢階厨別勤続年数状況③

《全大学》

函
⑫

注（）内は百分lbを示すも

■

学部

3年

以下

4年

戸田ジ

9年

10年

へ‐

14年

15年

￣、＝

19年

20年

与国＝

24年

25年

へ‐

29年

年
阯

釦

計
▲

研究所

年
肝

4年

戸～

9年

１０年

ヘジ

14年

15年

へ=

19年

20年

宍、＝

24年

25年

ニージ

29年

孵
阯 計

●

計
●

3年

以下

4年

〆、￣

9年

10年

～

14年

15年

ゲージ

19年

20年

宍、ジ

24年

25年

伊田一

29年

孵
阯 計

の

～２４歳
3２１１１

(Ⅵ O)(3.0）

3３

(100）

３

(100. O）

３

(100）
お｜’’

(師． 2)(２８）

3６

(100）

２５～２９歳
''９１別’

(68. 8)(31.2）
Ｉ１

173

(100）
''’1’

(91.7)(8.3）

1２

(100） 斜(斜 185

(100）

３０～川歳
9４ １７８１２７１ １

0170)(39.0)(13.5)(0.5）
1１１

200

(100）

５ '’7１ 1

(217)(73.9)(Ｍ）
１１１

2３

(100）

9９ '９５１２８１ １

(44.4)(426)(126)(04）
１１１１

223

(100）

３５～３９歳
4４ '４５１５５１１２１

(2Ｍ)(288)(353)(7.7）

156

(100）

８ ｌ３１４ｌｌｌ
(50.0)(188)(路.O)(6.2）

１１１

1６

(100）
5２ '４８１５９１１３１

(30.2)(〃.9)(34.3)(16）
１１１

1Wi2

(100）

４０～川歳
1７ '２５１５２１７１１１３１

(9.6)(14.0)(2Ｍ)(39.9）（7.3）
１１１

178

(100）

５ ’６１』’２１
(2Ｍ)(358)(23.5)(11.8）

Ｉ

1７

(100）

1７ '３０１５８１７５１１５１
(87)(15.4)(29.7)(38.5）（7.7）

１１１

195

(100）

４５～４９歳
２ ８ '1９１５５１６４１２０１

(12）（4.8)(lL3)(32.7)(38.1)(11.9）
１１１１

168

(100）

２ ５ '’７１’4１ ３

(49)(122)(4Ｌ５)(34.1）（7.3）
１１１１１

4１

(100）

２ '１０１劃’７２１７８１２３１
(1.0）（4.8)(11.5)(345)(31r､3)(lLO）
ＩＩＩＩＩ

209

(100）

５０歳～
３

(1.4）
’４１９１３０１８１１５０１２９１
（1.9）（Ｍ)(14.6)(39.3)(24.3)(14.1）
110１０１０

206

(100）
'’1’

(1.8）（Ｌ８）
１０

Ｕｌ３０１５１６１別
(204)(55.6)(9.3)(11.1）（100）
１１１１

４ ’５１ ９ '４１’ 111 '５５１弱’ 260

(1.5）（L9）（３５)(158)(427)(21.1)(13.5）（100）
ＩＩＩＩＩＩＩ

言Ｉ
｡

311

|Ⅲ51皿lmlHlml別’ 1,114

(訂.9)(193)(14.5)(15.2)(14.2)(6.3）（2.6）（100）
１１１１

2８ |閉'１６|飼|妬’
(169)(17.5)(９６）（199)(27.7）
ＩｉＩＩＩ

８ ６ 166

(４８）（３６）（100）
Ｉ

339

(2６

244

､5)(19.
|､l皿|狐|，81閲’
1)(13.9)(15.8)(15.9)(6.1）（27）

1,280

(100）



付表６－２部局別年齢階層別勤続年数状況①
《１日７帝大》

穴

学
部

Lゴ

凹
む

Ｆ可

学
部

已

Ｂ
■
■
凸
。
』
’
一
一
・
』
■
。
二
』
一
一
一
二
『
一
一

文学部

3年

以下

ｲ年
←■￣

9年

10年
～

14年

15年
一～

19年

20年
へ-

24年

25年

29年

30年

以上
計

教育学部

3年

以下

4年
一角〆

9年

10年
←■〆

''1年

15年
会-

19年

20年
へ-

2,1年

25年
ヘゴ

29年

30年

以上
計

｡

人文 ● 法文学部

3年

以下

4年
Ｐ－

９年

10年
Ｐ■シ

14年

15年
戸■シ

19年

20年
戸-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

Ｐ■ザ ２４歳

２５～２９歳 １ １

３０～３４歳 １ １

３５ ←～ ３９歳 1 １

40 デ昌一 ４４歳 1 １

イ５ へ‐ ４９歳

５０歳伊～ ２ １ １ ４

計 1 ２ 1 ２ １ １ ８

法学部

3年

以下

4年
へ-

9年

10年
戸田－

Ｍ年

15年
戸-

19年

20年
へ-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

経済学部

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
～￣

14年

15年
二、-

19年

20年
戸閂グ

24年

25年
へ‐

29年

30年

以上
計

理学部

3年

以下

4年
Ｐ－

９年

10年

14年

15年
戸-

19年

20年
へ-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
ii＋

～２４歳 １ １

２５～２９歳 ５ ２ ７

３０～３４歳 ４ ５ ９

３５～３９歳 １ １ ２ ３ ５

４０ ←■－ イ４歳 １ 1 １ ２ １ １ ５

４５ 戸､ザ ４９歳 1 １ ２ ２ ３ ７

５０歳へ‐ １ １ ３ ３ １ ９

計 １ 1 ２ １ １ ２ 1２ 1２ ２ ４ ５ ６ 1 4２



部局別年(肺階厨別勤続年数状況②
《１日７帝大》

Ｆ丙

学
部

Ｌ＝己

酉
○

丙

学
部

,＝
Ｌ､■

■
●
』
』
｜
』
一
一
一
『
一

工学部

3年

以下

4年
～

9年

10年
へ￣

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
へ-

24年

25年
～夢

29年

30年

以上
計

■

農学部

3年

以下

４年
戸田蛍

9年

10年
戸閂￣

Ｍ年

15年
へ-

19錐

20年
一角￣

2ｲ年

25年
へ茸

20年

30年

以上
詞

凸

医学部

3年

以下

4年

9年

10年
諄－

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
ヘヂ

２４年

25年
戸-

20年

30年

以上
詞

●

へ= ２４歳 ８ ８ ２ ２ １ １

２５ -－ ２９歳 1２ ５ 1７ ６ ６ ６ １ ７

３０ へ‐ 川歳 ４ ７ ４ 1５ ２ ２ ４ ７ １ ８

３５ へ_ ３９歳 ２ ４ ２ ３ 1１ ３ １ 1 ５ ６ １ ２ ９

４０～イイ磯 ２ 10 1２ ４ 2８ ２ ３ １ ６ １ ３ ６ ２ １ 1３

４５ へ_ イ９歳 ２ ７ 2２ 1８ ５ 5４ １ １ ２ ５ １ 1０ ３ ２ ５

５０歳へ‐ １ 1３ 3８ 1２ ６ 7０ １ １ 1３ ５ ２ 2２ 1 ２ ２ ２ ２ ９

計 2６ 2０ 2４ 5０ 6０ 1７ ６ 203 lイ ５ ６ ４ 1８ ６ ２ 5５ 2１ ６ ９ ７ ５ ２ ２ 5２

薬学部

3年

以下

4年

9年

10年
～

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
戸田＝

211年

25年
←、ザ

29年

30年

以上
計

教謎部

3年

以下

'1年
戸－

９年

10年
一角ジ

14年

15年
へ-

19年

20年
折～

24年

25年
安田〆

29年

30年

以上
計

その他

3年

以下

4年
－－

９年

10年
～

１４年

15年
へ-

10年

20年
戸-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
詞

●

～ ２４歳 ２ ２ １ 1

２５～２９歳 ５ ５ 1０ １ １ ２ ２

３０ 宍一 ３４歳 ５ ６ 11 ５ １ ６

３５～３９歳 ２ ２ １ ５ １ ２ ４ ７

iＯ ←￣ ４４歳 １ ３ １ ５ Ｉ ２ ２ ５

４５ ￣￣ ４９歳 1 1 １ １ １ ３ １ ５

５０歳～ １ １ １ １ １ ４ 1 ６

計 1５ Ⅱ ４ ２ 3５ ２ １ Ｉ ４ ８ ５ ６ ６ ５ １ 3１



部局別年齢階層別勤続年数状況③
《１日７帝大》

Ｆヨ

研
究
所

Ｌゴ

「￣

|-ｔ
１０

'￣｡

２

｡。

－▲

人文・社会科学系

3年

以下

4年
～￣

9年

10年

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
～￣

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

●

自然科学系

3年

以下

4年

9年

10年
’、＝

14年

15年
－－

１９年

20年
へ￣

2ｲ年

25年
一再辞

29年

30年

以上
計

へ￣ ２４歳 ３ ３

２５～２９歳 ４ ４ ６ １ ７

３０ へ＝ ３４歳 ３ ３ ４ 1０ １ 1５

３５～３９歳 １ 1 ７ ２ ４ 1３

イ０ 戸～ '１４歳 ２ 1 ３ ５ ６ １ １ 1３

イ５ へ‐ イ９歳 １ 1 ２ ３ 1５ 1１ ２ 3３

５０歳二■鋲 1 １ １ １ ４ １ 11 2０ ３ ５ 4９

計 ８ ４ ２ ３ １ １ 1０ 1７ 2１ Ⅱ 2７ 41 ５ ５ 130



部局別年lMWMi層別勤続年数状況④
《その他の大学》

門

学
部

b■ゴ

い
⑬

F丙

学
部

Ｌゴ

Ｆ

Ｄ
Ｂ
■
字
の
■
岸
』
一
コ
一
■
字
巴
』
』
『
『
凸

『
一
二

文学部

3年

以下

4年
ヘゴ

9年

10年
一、－

１４年

15年
←-

19年

20年
へ-

24年

25年
戸、ザ

29年

30年

以上
計

教育学部

3年

以下

4年
へ￣

9年

10年
‐■－

１ｲ年

15年
へ-

19年

20年
へ＝

2ｲ年

25年
へ-

20年

30年

以上
詞

●

人文.法文学部

3年

以下

4年
グー

9年

10年
宍■-

14年

15年
へ＝

19年

20年
へび

24年

25年
一、ゲ

29年

30年

以上
罰

～２４歳
●

■■ｈ

２５～２９歳 1 １ ６ 1 ７

３０ へ‐ ３４歳 ４ ５ ３ 1２

３５ へ‐ ３０歳 １ １ １ ２ ７ Ｉ 1イ

イ0 へ‐ 川歳 １ １ ２ ２ ３ ８ 1３

４５ ～ ４９歳 ４ ５ ９

５０歳～ １ １ ３ ３ ３ 9 １ 1 ２

計 ３ １ １ ５ 1１ 10 1３ 1６ ８ ３ ３ 6４ １ １ ２

法学部

3年

以下

4年
へ￣

9年

10年
鈩閂￣

Ｍ年

15年
一再-

19年

20年
へシ

24年

25年
尹国-

29年

30年

以上
計

、

経済学部

3年

以下

4年
毎、￣

９年

10年
へ￣

Ｍ年

15年
戸■-

19年

20年
一再沙

2/1年

25年
岸田-

29年

30年

以上
iil

｡

理学部

3年

以下

４年
へ＝

9年

10年
へシ

14年

15年
テ閂シ

19年

20年
～

24年

25年
Ｐ-

20年

30年

以上
:Ｉ

●

へ‐ ２４職 １ １

２５～２９歳 １ １ ２ ７ ３ 1０

３０～３４歳 １ １ ５ ３ １ ９

３５ ←～ ３９歳 ３ １ ２ ６

イ0 ￣￣ イイ磯 １ １ ３ １ ２ ７ ４ 1７

４５ ←￣ ４９歳 ２ １ ３ ２ ２ １ ５

５０歳へザ

１ １ ５ ３ 1０

計 １ ２ ３ 1 ７ 1９ 1０ ６ 1０ ４ ６ ３ 5８



部局別年齢階屑BIliMj焼年数状況⑤
《その他の大学》

Ｆペ

学
部

Ｌ■

四
⑬

Ｆ－句

学
部

Ｌヨ

－J
￣’

し

一
口
｜

Ｐ
巴
●

工学部

3年

以下

４年
－－

９年

10年
へ－

１Ｉ年

15年
～￣

19年

20年
へ￣

2ｲ年

25年
へ-

29年

30年

以上
iiI

｡

腱学部

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
へ￣

Ｍ年

15年
～

19年

20年
～

24年

25年
～-

29年

30年

以上
iiI

勺

医学部

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
へ-

14年

15年
へ￣

19年

20年
へ-

24年

25年
Ｐ、-

29年

30年

以上
計

へ‐ ２４歳 ８ １ ９ ８ ８

２５ 幹￣ ２９歳 2６ 1７ ｲ３ 2８ 1５ 4３

３０ へ‐ ３イ磯 2９ 2３ ４ 1 5７ １ 1 2２ 1９ 1３ 5.1

３５～３９歳 11 ９ 1３ ２ 3５ 1１ 1６ 2０ ３ 5０

４０ 宍、砂 '１４歳 ４ ５ 1２ 1３ １ 3５ １ Ｉ ５ ３ ７ 2１ 3６

イ５ ～－ イＭｉｉ １ ４ ５ 1０ ７ 3６ １ １ １ ３ １ ３ ９ ９ 2２

５０歳～ ３ ２ ２ ５ Ⅱ ９ ７ ４２ ２ ２ Ｉ 1 ３ ２ ５ ２ Ｍ

計
●

8１ 5８ 3５ 2６ 3４ 1６ ７ 257 ２ １ １ ３ ７ 7４ 5５ 4４ 3６ 11 ５ ２ 227

薬学部

3年

以下

4年
－－

９年

10年
～

１４年

15年
二－

19年

20年
へ￣

24年

25年
宍、夕

29年

30年

以上
計

の

教義部

3年

以下

4年
戸－

９年

10年
～

14年

15年
へザ

19年

20年
へ-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

￣

そ の 他

3年

以下

4年

9年

10年
一一

Ｍ年

15年
へ￣

19年

20年
へザ

24年

25年
←-

29年

30年

以上
ｉｆ

～２イ識

２５ ヘゲ ２９歳 10 ３ 1３ １ １ ２ ２

３０～３Ｉ職 ２ ４ ６ １ １ イ 1 ５

３５～３０歳 １ １ １ １ 1 ３ ４

４０ Ｐ、－ ４４歳 １ ２ １ ２ ３ Ｉ ２ 1 ４

イ５ 戸一 '１９歳 1 １ ２ １ １ １ ３ 1 １

５０歳～ １ ２ ３ 1 １

計 1３ ８ ２ １ 2４ ２ ２ ２ ３ 1 ２ 1２ ７ ４ ３ ２ １ 1７



部局別年齢聴層別勤続年数状況⑥
《その他の大学》

門

研
究
所

L,」

単
」

人文・社会科学系

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
へ￣

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
～＝

24年

25年
～-

29年

30年

以上
計

自然科学系

3年

以下

4年
一、げ

9年

10年
～

14年

15年
－－

１９年

20年
へ-

24年

25年
戸田シ

29年

30年

以上
計

へ‐ ２４歳

２５ ～ ２９歳 １ １

３０ ～￣ Ｍ蝋 １ ４ ５

３５ ～ ３９歳 １ 1 ２

４０ へ‐ ４４歳 1 １

４５ 宍、￣ ４０歳 ２ ２ ２ 1 ７

５０歳へ‐ １ １

訂
●

３ ４ ２ Ｉ ２ ２ 1７



部局別年齢階層別勤続年数状況⑦
《全大学》

【
学
部
】

四
ｍ

【
学
部
】

￣

■
■
■
』
再
一

］
Ｂ
・
■
▲
』
』
■
一
一
一
】

文学部

3年

以下

4年
～￣

9年

10年

14年

15年
へ-

19年

20年
へ￣

２４年

25年
－－

２９年

30年

以上
iil

□

教育学部

3年

以下

ｲ年
－－

９年

10年
へ￣

Ｍ年

15年
一角ゲ

19年

20年

24年

25年

20年

30年

以上
計

●

人文.法文学部

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
－－

１４年

15年
夢、-

19年

20年
戸■ず

2ｲ年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

ニー ２Ｉ鮫

２５ へザ

●

２９歳 ２ ２ ６ １ ７

３０ ￣￣ 川歳 １ 1 ４ ５ ３ 1２

３５ 戸一 ３９歳 １ １ ２ １ ２ ７ ４ 皿

４０ へ＝ ４４歳 １ １ １ ３ ２ ３ ８ 1３

４５ へ＝ ４９歳 ４ ５ ９

５０歳～ ２ ２ １ ５ ３ ３ ３ ９ 1 １ ２

計 ４ ２ ２ ２ ２ １ 1３ 11 1０ 1３ 1６ ８ ３ ３ 別 1 １ ２

法 学部

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
へ-

Ｍ年

15年
一、ザ

19年

20年
へ‐

2/１年

25年
へ-

29年

30年

以上

の

計

経済学部

3年

以下

4年
戸田－

９年

10年
一出－

１J１年

15年
へ二

19年

20年

24年

25年

29年

30年

以上
計

①

Ｈ１！学部

3年

以下

4年
へ￣

9年

10年
～ず

14年

15年
夢､-

19年

20年
へ-

24年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

～２４歳 1 １ Ｉ １

２５～２９歳 1 １ ２ 1２ ５ 1７

３０ 宍～ ３４歳 １ 1 ９ ８ １ 1８

３５ へ‐ ３９歳 １ Ｉ ５ ４ ２ 11

イ0 へ‐ ﾉ14歳 Ｉ １ Ｉ 4 ３ ３ ８ イ 2２

Ｉ５ が～ ４９歳 I ２ １ ４ ２ イ ２ ４ 1２

５０歳￣､一 ２ ２ ３ ８ ４ 1０

iiI．

’
１

１ ２ ２ ３ ３ １ ９ 3１ 2２ ８ 1４ 9 1２ イ 100



部局別年III階届別勤続年数状況⑧
《全大学》

【
学
部
】

円

い
③

円

学
部

Ｌヨ

「

■
。
。
』
。
』
一
一
一
口
一

工学部

3年

以下

4年
←￣

9年

10年
戸田￣

Ｍ年

15年
二－

19年

20年
へ-

24年

25年
－－

２９年

30年

以上
計

農学部

3年

以下

ｲ年
←■ず

9年

10年
－－

１４年

15年
－－

１９年

20年
へ－

２４年

25年
へシ

29年

30年

以－１二
計

医学部

3年

以下

4年
Ｐ￣

０年

10年
一■‐

１４年

15年
へ-

10年

20年
戸－

２Ｉ年

25年
戸-

29年

30年

以上
；＋

～２イ機 1６ １ 1７ ２ ２ ９ ９

２５ 宍閂鈩 ２９歳 3８ 2２ 6０ ６ ６ 3４ 1６ 5０

３０ ￣～ ３４歳 3３ 3０ ８ １ 7２ ３ ２ ５ 2９ 2０ 1３ 6２

３５ へ＝ ３０歳 1３ 1３ 1５ ５ 4６ ３ １ ５ 1７ 1７ 2２ ３ 5９

イＯ～イイ歳 ４ ７ 2２ 2５ ５ 6３ ２ ３ ２ ７ ６ ６ 1３ 2３ １ ４９

イ５ ￣■ず ４９歳 ３ 1１ 2７ 3７ 1２ 9０ ２ １ ２ ６ ２ 1３ １ ３ 1２ 1１ 2７

５０歳へ‐ ３ ２ ３ 1８ 5２ 2１ 1３ 112 １ １ 1３ ７ ２ 2４ １ ２ ５ ４ ７ ４ 2３

詞 107 7８ 5９ 7６ 9イ 3３ 1３ 460 1６ ５ ６ ５ 1９ ９ ２ 6２ 9５ 6１ 5３ '1３ 1６ ７ ４ 279

薬学部

3年

以下

4年
へザ

9年

10年
へ－

１ｲ年

15年
へ￣

19年

20年
宍－

２ｲ年

25年
へ-

29年

30年

以上
訓

｡

教義部

3年

以下

4年
戸田￣

9年

10年
←－

Ｍ年

15年
へ-

19年

20年
一角＝

２４年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

その他

3年

以下

ｲ年
へ￣

9年

10年
宍■ず

１４年

15年

19年

20年
へザ

24年

25年
デ、＝

29年

30年

以上
i1１．

～２'1歳 ２ ２ 1 １

２５ へ￣ ２９歳 1５ ８ 2３ １ 1 ２ イ ４

３０ へ￣ ３４歳 ７ 1０ 1７ 1 １ ９ １ １ 1１

３５ へ㎡ ３９歳

４０ ￣、－ イノ1歳

２

F--ヨ

２

３

Ｆ弓

１

￣ヨ

３

Ｆ￣可

1

￣

１

戸￣

６
■￣■

７

ｕ‐二一ロ￣---ﾛ

１
ｐＨロＩ

１

ﾛﾛ

２

ﾛｰ＿＿ＩＵ＿＿】

１
Ｈ』

３

２
1-

５

２

４

４ ３

1１

９

イ５ ～が J１９歳 １ 1 １ ３ ２ １ 1 ｡’ １ ４ １ ６

５０歳へ‐ １ １ 1 １ ２ イ １ ５ Ｉ ７

iil. 2８ 2２

４
’ ２ ２ １ 5９ ２ ２ ３ ２ ４ １ ２ 1６ 1５ ９ ９ ８ ６ １ 4８



部局別年齢lWiHiFi別勅統年数状況⑨
《全大学》

Ｆ■

研
究
所

二
Ｌ＝

二
’８

｜｜
|－’

’’'------

単
司

人文・社会科学系

3年

以下

4年
へ－

９年

10年
が－

Ｍ年

15年
夢-

19年

20年
へ￣

2J1年

25年
へ-

29年

30年

以上
3-1

●

自然科学系

3年

以下

4年
←国学

9年

10年
Ｐ■－

１ｲ年

15年
二国デ

19年

20年
－－

２４年

25年
へ-

29年

30年

以上
計

～２４歳 ３ ３

２５ へ＝ ２９歳 ４ ４ ７ １ ８

３０ Ｐ￣ ３４歳 ３ ３ ５ Ｍ １ 2０

３５～３９歳 １ 1 ８ ２ J１ 1 1５

４０ へ＝ ４４歳 ２ １ ３ ５ ６ ２ Ｉ Ⅱ

４５ へ＝ ４９歳 １ １ ２ ５ 1７ 1３ ３ 4０

５０n塊～ 1 １ １ 1 Ｉ １ 1１ 2９ J１ ５ 5０

計 ８ ４ ２ ３ １ １ 1９ 2０ 2５ 1６ 3１ 4３ ７ ５ 147



付表７－１学歴別年齢階層別在職状況①

《１日７帝大》

⑬
⑭

注（）内は，百分比を示す。

学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

研究所

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

計
●

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

～２４歳
,5１

(100. 0）

1５

(100）

３

(1００． 0）

３

(100）

１８

(100.O）

1８

(100）

２５～２９歳
６ ’1９１２５１ １

(11.8)(37.2)(49.0)(2.0）
Ｉ

5１

(１００）

1 ７ ３

(9.1)(63.6)(27.3）
1１

(100）

７ ’２６１２８１ １

(ｌＬ３)(41.9)(45.2)(1.6）
１１

6２

(100）

３０ グ、￣ ３４歳
１３１２４１１７１

(241)(44.4)(31.5）
１１

5４

(100）
３ ９ ６

(16.7)(50.0)(３３３）
１１１

1８

(100）
1６ ’３３１２３１

(22.2)(45.8)(３２０）
１１１

7２

(100）

３５～３９歳
４１１３１２３１３１１１４４

(9.1)(29.5)(52.3）（6.8）（2.3）（100）
1１１

１ ’’2１ １

(7.1)(85.8）（7.1）
1４

(100）
５ ’２５１２４１ ３ 1 5８

(8.6)(43.1)(41.4）（5.2）（1.7）（100）
１１１１

４０～４４歳
４１９１４３１５１３１６４

(6.2)(14.1)(67.2）（7.8）（4.7）（100）
１１１１

２ ２ ’’0１ １ １ １６

(12.5)(12.5)(62.4)(6.3）（6.3）（100）
１１１

６ 1１ ’５３１ ６ ４ 8０

(7.5)(13.8)(66.2）（7.5）（5.0）（100）
１１１

４５ -－ ４９歳
’１６１５３１１１１１３１

(1.2）（7.1)(63.1)(13.1)(１５．５）
Ｉ

8４

(100）

２

(5.9）

2４ ３ ５ 3４

(70.6)(8.8)(14.7）（100）
１１

３ ６ ’７７１１４１１８１ 118

(2.5）（5.1)(65.3)(11.9)(15.2）（100）
１１１１

５０歳～
３１５１６９１１７１２８１１２２

(2.5）（4.1)(56.6)(13.9)(22.9）（100）
Ｉ

１１２７１８１１７１
(Ｌ９)(509)(15.1)(32.1）
111１

5３

(100）

３ ６ ’９６１２５１４５１ 175

(1.7）（3.4)(54.9)(143)(25.7）（100）
１１０１

計 ､１，`|班|`71妬｜側
(7.1)(17.5)(56.5）（８５)(10.4）（100）

0１１１

９ |Ⅲ|Ⅷ'121'3’ 149

(6.0)(20.8)(49.7）（8.1)(15.4）（100）
１１１１１

mlmlql,|⑲''８｜
(6.9)(18.3)(５４７）（8.4)(11.7）

0１１１

583

(100）



学歴別年齢階層別在職状況②

《その他の大学》

⑭
③

注（）内は，百分比を示す。

学部
■■

ｊ
￣

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

研究所

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

●

計
▲

計
＆

博士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
￣

ダー ２４歳
１ ’’6１ 1

(5.6)(88.8）（5.6）
1８

(100）

１ ’’6１ １

(5.6)(8Ｍ）（5.6）
Ｉ

1８

(100）

２５～２９歳
４ ’４５１６７１ ６

(3.3)(36.9)(54.9）（４９）
１１

122

(100） (’
1

00. 0）

１

(100）

４ ’４６１６７１ ６

(3.2)(37.4)(54.５）（4.9）
１１

123

(100）

３０ 戸田二 ３４歳
１９１４４１７６１６１

(13.0)(30.1)(５２１)(4.1）
1 146

(0.7）（100）
Ｉ

1 ３ １

(２００)(60.0)(20.0）
Ｉ

５

(100）
２０１４７１７７１６１１１１５１

(１３２)(3Ｌ１)(51.0)(4.0）（0.7）（100）
１１１１

３５～３９歳
1１ ’２２１６４１，２１ ３ 112

(9.8)(19.7)(57.1)(10.7）（２７）（100）
１１１

１

(50.

1

0)(50.0）

２

(100）
''’２２１６５１１３１３１１１４

(9.7)(19.3)(57.0)(ｌＬ４）（2.6）（100）
１１１１

４０ ～ザ ４４歳
３ ’’9１７８１１２１ ２ 114

(2.6)(16.7)(68.4)(10.5）（1.8）（100）
1１１

'’
(100､0）

1

(100）
３１１９１７９１１２１２１１１５

(２６)(16.5)(68.7)(lOD（1.8）（100）
ＩＩＩＩＩ

４５ 声～ ４９歳
３ ７ ’５７１１３１ ４ 8４

(3.6）（8.3)(67.8)(15.5）（４８）（１００）
１１１

，｜，’３１’’1｜
(14.3)(１４３)(42.8)(14.3)(14.3）

１１

７

(100）

４ ８ ’６０１’4１ ５ 9１

(4.4）（8.8)(65.9)(15.4）（5.5）（100）
１ＩＩｉＩ

５０歳尹～

２ ’４４１１５１２３１ 8４

(Ｍ)(5Ｍ)(17.8)(27.4）（100）
ｌ

(1００． 0）

１

(100）

２ ’４５１１５１２３１ 8５

(２４)(52.9)(17.6)(271）（100）
１１

計
4０ 140 402 '@５１，，’ 680

(5.9)(20.6)(591）（9.6）（4.8）（100）

２ |,’ ７

(11.8)(29.4)(4Ｌ
'’’１’
1)(11.8)(5.9）

０１１

1７

(100）

4２ |Ⅱ51棚|,'|，‘’ 697

(6.0)(20.8)(５８７）（9.6）（4.9）（100）
011



単歴別年齢階厨別在職状況③

《全大学》

』
①

注（）内は，百分比を示す。

学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
己

研究所

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

計
■

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

声、ジ ２４歳
１ ’３１’ １

(3.0)(94.0）（3.0）
Ｉ

3３

(100）

３

(100.Ｏ）

３

(100）

１ ’３４１ 1

(2.8)(94.4）（2.8）
１１１

3６

(100）

２５ 岸田ジ ２９歳
1０ ’６４１９２１ ７

(5.8)(37.0)(53.2）（４０）
173

(100）

１ ８ ３

(8.3)(66.7)(25.0）
１１

1２

(100）

1１ ’７２１９５１ ７

(5.9)(38.9)(5Ｌ４）（3.8）
１１

185

(100）

３０ へ‐ ３４歳

3２ ’６８１９３１ ６ 1 200

(16.0)(34.0)(46.5)(3.0）（0.5）（100）
1１１１

４ ’’2１ ７

(17.4)(52.2)(30.4）
１１

2３

(100）
３６１８０１１００１６１１’２２３
(16.1)(35.9)(44.8)(２７）（0.5）（100）

１１１１

３５～３９歳
1５ ’３５１８７１１５１ ４ 156

(Ｍ)(22.4)(55.8）（9.6）（2.6）（100）
１１１１

１ ’’2１ ２ １

(6.3)(75.0)(１２５）（6.3）
１１

1６

(100）
１６１４７１８９１１６１４１１７２

(9.3)(27.3)(51.8）（9.3）（2.3）（100）
１１１１

４０ 尹田ジ ４４歳
７ ’２８１ 121 ’’7１ ５ 178

(3.9)(15.7)(68.0）（9.6）（2.8）（100）

２ ２ ’1'’ １ １ 1７

(11.8)(11.8)(64.6)(5.9）（5.9）（100）
ＵＩ

９１３０１１３２１１８１６１１９５
(4.6)(15.4)(67.7）（9.2）（3.1）（100）
１１１１１

４５ グー＝ ４９歳
４ ’’3１ 110 ’２ｲ’’7１ 168

(2.4）（7.7)(65.5)(14.3)(10.1）（100）
Ｉ

３ １ ’２７１ ４ ６ 4１

(7.3）（2.4)(65.9）（9.8)(146）（100）

７ ’’4１ 137 ’２８１２３１ 209

(3.3）（6.7)(65.6)(13.4)(11.0）（100）
１１

５０歳～
３ ７ 113 ’３２１５１１ 206

(1.5）（3.4)(５４８)(15.5)(24.8）（100）
ＩＩｌｌＩ

１ ’２８１ ８ ’’7１ 5４

(1.9)(5Ｌ８)(14.8)(31.5）（100）
1１

３

(1.2）
’８１１４１１４０１６８１
（3.1)(54.2)(15.4)(26.1）
1１１１

260

(100）

計
｡

7１ |川lM71M|↑`’ Ｌ１１４

(Ｍ)(19.4)(５８１）（9.1）（7.0）（100）
１０１１

11 ''6'’１|Ⅲ'’4’ 166

(6.6)(21.7)(48.8）（Ｍ)(14.5）（100）
１１１

8２ |畑lmlmlMl 1,280

(6.4)(19.7)(56.9）（9.0）（8.0）（100）
１１１０



付表７－２部局別・学歴別年lIIIWWiI面i別在職状況①
《Ⅱ］７帝大》

内

学
部

Ｌ，己

￣

￣

門

学
部

L-」

、
●
。
’
一
一
一
一
一
一
『
一
』
■
』
』
『
一
一
』
一
。

文学部

lW1士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

詞.

教育学部

191士
課程
修了

修士
課程
修了

大ziE 短大

卒

筋卒
・そ

の他

詞
●

人文．法文学部

lqlI士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

31.

法学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

へ￣ ２イ歳

２５～２９歳 １ １

３０～３４歳 １ １

３５～３９歳 １ 1 １ １

４０ ヂー ４４歳 １ 1 １ １

４５ Ｐ～ ４９歳

５０職へ‐ ３ 1 イ

i１． ７ １ ８ ２ ２

経済学部

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

理学部

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

工学部

博士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

鯉学部

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

ヘヴ ２イ蟻 １ １ ８ ８ ２ ２

２５～２９歳 ３ ２ ２ ７ ２ ５ 1０ 1７ ２ ｡Ｉ ６

３０～３４歳 ２ ５ ２ ９ ２ ４ ９ 1５ １ １ ２ ４

３５ へ‐ ３９歳 ３ １ 1 ５ １ ２ ７ １ 11 ２ ３ ５

４０ 宍、＝ イイ鮫 １ ４ ５ １ ４ 2０ ２ I 2８ ２ ３ １ ６

４５～４９歳 １ １ １ ２ ４ ７ 1 3６ ７ 1０ 5４ 1 ５ １ ３ 1０

５０歳戸～ ２

１

５ １ ９ １ ３ 3イ 1２ 2０ 7０ １ 1１ ３ ７ 2２

計 ２ ２ 1２ 1１ 1８ １ 4２ ７ 1９ 124 2１ 3２ 203 ３ ７ 3０ ５ 1０ 5５



部局別・学歴別年齢階剛11在職状況②
《ｌＥ１７帝大》

戸■

学
部

Ｌゴ

』
函

Ｐ-口

研
究
所

Ｌ■

医学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

薬学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

;＋

教謎部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

その他

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

～２４ﾙ撹 1 １ ２ ２ 1 １

２５～２９歳 ４ ２ 1 ７ １ ４ ５ 1０ １ １ 1 １ ２

３０ 宍■ず ３４歳 ７ １ ８ ３ ７ １ 1１ ５ １ ６

３５ Ｐ￣ ３９歳 ５ ４ ９ ２ ３ ５ １ ３ ３ ７

４０ ～ ４４歳 ５ ６ １ １ 1３ Ｉ １ ５ ４ １ ５

イ５～４９歳 ３ ２ ５ １ １ １ １ 1 ４ ５

５０歳戸■ず ８ 1 ９ 1 1 １ １ ６ ６

詞
己

2１ 2５ ４ ２ 5２ ４ 1３ 1６ 1 １ 3５ ２ ２ ４ ５ ３ 1９ J１ 3１

人文・社会科学系

博士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

自然科学系

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

へ‐ ２４歳 ３ ３

２５ ￣￣ ２９歳 １ ３ ４ ４ ３ ７

３０ へ‐ Ｍ磯 ３ ３ ３ ６ ６ 1５

３５ ～ ３９歳 1 1 １ 1１ 1 1３

'１０ へ－ ｌＩＩ磯 ３ ３ ２ ２ ７ １ １ 1３

４５ へ‐ ４９歳 １ 1 ２ 2３ ３ ５ 3３

５０歳ヘグ ３ １ ４ １ 2４ ７ 1７ 4９

iH． １ ７ 1０ １ 1９ ８ 2４ 別 1１ 2３ 130



部局別・学歴別flzlliIl階刷別在I1ili状況③
《その他の大学》

Ｐ丙

学
部

Ｌヨ

￣
￣

』
⑬

【
学
部
】

’

’８｜胆． |￣
Ｌ

Ⅱ
」
‐

■
』
。
。
一
二
一

『
一
一
』
『
『
『
一
一
一
一
。

文学部

１W±
課程

修了

修士
調1程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

教育学部

１W【士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

人文．法文学部

'１１士
課程

修了

修士
課程
修了

大卒 短大

率

高卒
・そ

の他

:Ｉ

法 学部

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

～２j1歳

２５～２９歳 １ １ １ ６ ７

３０～３４歳 ２ ２ ８ 1２

３５ ￣閂臥 ３９歳 1 １ １ 1２ １ Ｍ

４０ ￣■‐ ４４歳 ２ ２ １ １ 10 1 1３

４５ へ＝ d１９歳 １ ８ ９

５０歳￣閂少 Ｉ １ 1 ６ 1 １ ９ １ I ２

計 １ ４ ５ ４ ６ 5０ ３ １ 6イ １ I ２

経済学部

l#士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

理学部

Iill士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・て

の他

計

工学部

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

率

高卒
・そ

の他

計

農学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

～２'１歳 1 １ ８ １ 0

２５ ～ ２９歳 ２ ２ 1 ６ ３ 10 ２ 1０ 2２ '1３

３０ ￣、ザ ３４歳 1 １ ３ ５ １ ９ ９ 1８ 2８ ２ 5７ １ １

３５ 戸田ゲ ３９歳 ２ ４ ６ ６ ５ 1８ ４ ２ 3５

ＩＯ ～ず イ４歳 １ 1 1４ ２ 1 1７ 1 ９ 2０ ４ １ 3５ １ １

４５ ←、￣ J１９歳 ３ ３ １ ２ １ 1 ５ 1 2イ ８ ３ 3６ ２ １ ３

５０歳～ ８ I １ 1０ 1９ ６ 1７ ４２ 1 Ｉ ２

ill. ７ ７ ５ 1０ 3６ ５ ２ 5８ 1８ 5２ 139 2５ 2３ 257 ２ ２ ２ １ ７



部局別・学歴別年齢階層別在職状況④
《その他の大学》

【
学
部
】

イ５～Ｉ９歳

』
』

門

研
究
所

Ｌ二

医学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

薬学部

博士

課程
修了

修士
調I程
修了

大卒 短大

率

高卒
・そ

の他

計

教義部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

その他

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

戸一 ２'1歳 １ ７ ８

２５ へ＝ ２９歳 1０ 2７ ６ 4３ １ ６ ６ 1３ 1 １ １ １ ２

３０ ～ザ ３４歳 ４ 1７ 3０ ３ 5４ １ イ １ ６ 1 1 ２ ２ 1 ５

３５ へ夕 ３９歳 ３ 1３ 2８ ６ 5０ １ １ １ １ １ １ １ 1 ４

４０ へ＝ イイ歳 １ ８ 2４ ３ 3６ ２ ２ ２ １ ３ ３ １ ４

イ５ へ￣ ４９歳 ２ ３ 1５ ２ 2２ ２ ２ ２ 1 ３ １ 1

５０歳～ず １ ６ ６ １ 1４ ２ 1 ３ １ １

計 1０ 5３ 137 2６ １ 227 ２ 11 11 2４ ２ ７ ２ 1 1２ １ ３ ８ ２ ３ 1７

人文・社会科学系

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

自然科学系

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

～ ２４職

２５ へ夕 ２９歳 １ １

３０ へ＝ ３イ歳 １ ３ １ ５

３５ ～ず ３９歳 １ I ２

４０ ￣、字 ４'1歳 １ １

４５ へ‐ ４９歳 １ １ ３ １ 1 ７

５０旗宍一 １

iiI． ２ ５ ７ ２

１

１７



部局別・学歴５１１年lliil階厨別在職状況⑤
《全大学》

Ｆｑ

学
部

唱ゴ

■
ｌ

ｌｌｌ

一
切

庁司

学
部

二
Ｌ=

Ｂ
■
■
』
ご
｝
一
一
一
一
】
』
一
』
一
一
一
一
一
Ｃ
』

文学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

教育学部

ｌＷＩ士
課程
修了

修士
調l程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

人文.法文学部

'１【士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

法学部

博士
課程

修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

酬
●

～２４歳
凸

２５ へザ ２９歳 １ １ ２ 1 ６ ７

３０ ￣昌哉 ３４歳 １ 1 ２ ２ ８ 1２

３５ へ＝ ３９歳 ２ ２ １ 1２ １ Ｍ １ １

４０ へ‐ Ｉ４歳 ３ 3． 1 １ 10 1 1３ １ １

/１５ へ‐ イ0歳 １ ８ ９

５０歳～ ４ 1 ５ 1 ６ 1 １ ９ １ １ ２

計. 1 1１ １ 1３ ４ ６ 5０ ３ １ 例 1 １ ２ ２ ２

経済学部

博士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

理学部

liIl士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

工学部

'111士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

農学部

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

li＋

～２イ職 １ １ １ １ 1６ １ 1７

’
２

２

２５ 戸田‐ ２０歳 ２ ２ ４ ８ ５ 1７ イ 24 3２ 6０ ２ ４ ６

３０ 鈩田￣ ３(I職 1 １ ５ ５ ７ １ 1８ 11 2２ 3７ ２ 7２ １ ２ ２ ５

３５ へ‐ ３０歳 ３ ３ ５ 1１ ７ ７ 2５ ４ ３ 4６ ２ ３ ５

４０ 戸田￣ ４４歳 1 １ 1８ ２ 1 2２ ２ 1３ 4０ ６ ２ 6３ ２ １ ３ １ ７

４５～４９歳 ４ ４ ２ ４ ５ 1 1２ ２ 6０ 1５ 1３ 9０ １ ７ ２ ３ 1３

５０歳ヘヂ ２ １ 1３ ２ １ 1９ １ ３ 5３ 1８ 3７ 112 1 11 ４ ８ 2JＩ

計 ９ ０ 1７ 2１ 5イ ６ ２ 100 2５ 7１ 263 4６ 5５ ４６０ ３ ９ 3２

’
７

1１ 6２



部局別・学歴別年齢階層別在職状況⑥
《全大学》

⑭

Ｆ■ｑ

学
部

Ｌ－ｊ

←
②

Ｐ可

研
究
所

￣

医学部

１１１１[士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計
●

薬学部

１W【士
課程

修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

教護部

IWi士
課程
修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

その 他

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

へ‐ ２４歳 １ ８ ９ ２ ２ １ 1

２５～２９歳 1４ 2９ ７ 5０ ２ 10 1１ 2３ ２ ２ ２ ２ ４

３０～３４歳 ４ 2４ 3１ ３ 6２ ４ 1１ ２ 1７ １ １ ５ ２ ３ １ 1１

３５ へ‐ ３９歳 ３ 1８ 3２ ６ 5９ ３ ３ ６ 1 1 １ １ ４ イ 1 1１

１０ ニー イ４歳 １ 1３ 3０ ４ １ 4９ ６ 1 ７ ２ 1 ３ ７ ２ ９

４５ ～ず イ９歳 ２ ３ 1８ ４ 2７ ２ 1 ３ 1 ２ １ ４ １ ４ １ ６

５０歳￣■ず １ Ⅱ ６ ２ 2３ １ １ ３ １ ４ ７ ７

訓 1０ 7４ 162 3０ ３ 279 ６ 2４ 2７ I １ 5９ ４ ９ ２ 1 1６ ６ ６ 2７ ６ ３ 4８

人文・社会科学系

博士
課程
修了

修士
課程
修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

自然科学系

博士
課程

修了

修士
課程

修了

大卒 短大

卒

高卒
・そ

の他

計

尹閂ジ ２４歳 ３ ３

２５～２９蟻 １ ３ ４ ５ ３ ８

３０ ￣￣ ３４歳 ３ ３ Ｉ ９ ７ 2０

３５～３９歳 Ｉ １ 1 11 ２ 1 1５

4０ 宍、ザ ４'1歳 ３ ３ ２ ２ ８ １ １ lイ

イ５ へ‐ '１９歳 １ １ ３ 1 2０ ４ ６ ４０

５０歳戸■‐ ３ 1 ４ １ 2５ ７ 1７ 5０

；Ｉ １ ７ 1０ １ 1９ 10 2０ 7１ 1３ 2４ Ｍ７



貫善４肴彗置二二晨三≦言 (教職員の待遇改善）

東京農工大学長

北海道大学教授

秋田大学長

福島大学長

東京学芸大学長

東京水産大学長

山梨大学長

信州大学教授

富山医科薬科大学長

静岡大学長

愛知教育大学長

兵庫教育大学長

神戸大学教授

和歌山大学長

島根医科大学長

鳴門教育大学長

福岡教育大学長

佐賀大学長

熊本大学長

東京大学教授

東京工業大学教授

三重大学事務局長

香川大学事務局長

東京大学庶務部長

阪上信次委員長

喜志夫

原
野
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中
東
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保
新
星
蓮
田
伊
大
佐

員委
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彦

"
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曰
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壯
毅
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"

"
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永
井
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地
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崎
田
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佐
下
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"

高’’

高"

森
小
長
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能
圭
昭
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喜
正

已
已Ａ’

専門委員

男
之
次
弘

八’

"

"

"

－４７－



追記

部局等の分類について

２頁の研究所の分類の項において、自然科学系の研究所である大阪大学の産業科学

研究所を人文・社会科学系の研究所に誤って分類してありますが、これは前回の調査

（昭和４９年７月の助手、教務職員の職務内容等に関する実態調査）と今回の調査デ

ータを比較し、その間の教務職員の変化を見るという趣旨で、止むなく前回の分類と

同じに人文・社会科学系に分類したものです。（前回なぜ人文・社会科学系に分類し

たのか判りません。）

今回の調査結果では研究所所属の教務職員数は合計１６６人で、そのうち、人文・

社会科学系研究所の教務職員としたのは１９人ですが、この中に産業科学研究所の教

務職員１８人が含まれており、これを自然科学系の方に加えると人文・社会科学系の

教務職員は１人となり、研究所の教務職員は殆どすべて自然科学系研究所の所属とな

りますので、この点お含みのうえ報告書をご覧ください。


